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１ 市の沿革  

富 士 宮 市 は 、 富 士 山 の 南 西 麓 に 位 置 し 、 富 士 山 を 御 神 体 と し て 平 安 初 期 に 造 営 さ れ た 富
士 山 本 宮 浅 間 大 社 （ 全 国 の 浅 間 神 社 １ ， ３ ０ ０ 余 社 の 総 本 宮 ） の 門 前 町 と し て 発 展 し て き
た ま ち で す 。昭 和 １ ７ 年 大 宮 町 と 富 丘 村 が 合 併 し て 、県 内 で ７ 番 目 に 市 制 を 施 行 し ま し た 。  

 
そ の 後 、昭 和 ３ ０ 年 に 富 士 根 村 と 、昭 和 ３ ３ 年 に 北 山 村 、上 野 村 、上 井 出 村 、白 糸 村 と 、

平 成 ２ ２ 年 に は 芝 川 町 と 合 併 し 、 現 在 の 市 域 と な り ま し た 。  
市 制 施 行 時 の 人 口 は 、 ３ ４ ， ０ １ ０ 人 、 世 帯 数 は ６ ， ０ ５ ８ 世 帯 で し た 。 現 在 で は 、 人

口 約 １ ３ 万 人 を 数 え 、 約 ５ 万 ９ 千 世 帯 を 有 す る ま ち へ と 発 展 し て い ま す 。  
 
気 候 は 温 暖 で 、 富 士 山 の 雪 解 け 水 を 源 と す る 豊 富 な 湧 き 水 や 、 緑 あ ふ れ る 朝 霧 高 原 、 日

本 三 大 急 流 の １ つ で あ る 富 士 川 、 猪 之 頭 湧 水 群 か ら 南 流 す る 芝 川 、 天 子 ヶ 岳 を 源 に 北 か ら
南 へ と 流 れ る 清 流 稲 子 川 等 、 豊 か な 資 源 を 背 景 に 、 多 面 的 な 産 業 が 発 展 し て い ま す 。  

 
 本 市 に は 、 富 士 山 を は じ め 、 広 大 な 森 林 、 高 原 、 豊 富 な 湧 水 等 の 恵 ま れ た 自 然 環 境 に 育
ま れ て 生 産 さ れ る 、 お い し く 特 色 の あ る 多 様 な 食 材 が あ り ま す 。 こ の 優 れ た 食 資 源 を 活 か
し 、 地 域 の 産 業 振 興 と 市 民 の 健 康 ・ 幸 せ づ く り を 目 指 そ う と 「 フ ー ド バ レ ー 構 想 」 を 掲 げ
て 、 食 を 中 心 と し た ま ち づ く り を 進 め て き ま し た 。  
 

こ の 構 想 で は 、 食 と 環 境 の 調 和 に よ る 安 全 ・ 安 心 な 食 生 活 を 守 る と と も に 、 資 源 循 環 型
社 会 の 形 成 に 取 り 組 み 、 静 岡 県 や 大 学 と の 連 携 や 都 市 交 流 な ど に よ り ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成
を 図 り つ つ 、 全 国 へ 情 報 を 発 信 し て い ま す 。 ま た 、 食 材 の 地 産 地 消 を 進 め 、 農 林 水 産 業 を
は じ め 観 光 、 商 業 、 工 業 等 の 産 業 振 興 を 図 る と と も に 、 心 身 の 健 康 づ く り や 食 育 を 推 進 す
る こ と で 、 日 本 一 元 気 な 富 士 宮 市 の 創 造 を 目 指 し て い ま す 。  

 
市 の 総 合 計 画 に お け る 、将 来 都 市 像「 富 士 山 の 恵 み を 活 か し た 元 気 に 輝 く 国 際 文 化 都 市 」

実 現 の た め の 諸 施 策 の 実 施 に 当 た っ て は 、 総 合 的 、 横 断 的 に 推 進 す る と と も に 、 民 ・ 産 ・
学 ・ 官 が そ れ ぞ れ の 役 割 を 分 担 し な が ら 、 協 働 し て 取 り 組 ん で い ま す 。  

 
ま た 、「 共 有 の 財 産  富 士 山 」を 守 る た め 、地 域 資 源 の 保 全 と 活 用 、そ し て Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 達

成 に 取 り 組 む 人 材 と と も に「 住 ん で よ し 」「 訪 れ て よ し 」の ま ち を つ く る こ と や 、富 士 宮 市
に 関 わ る 人 を 増 や し 、 多 様 な 主 体 と の 交 流 や 連 携 を 生 み 出 す こ と で 、 次 世 代 に 富 士 山 の 自
然 ・ 歴 史 ・ 文 化 を 繋 い で い く 取 り 組 み が 認 め ら れ 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 未 来 都 市 に 認 定 さ れ ま し た 。  
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（ 昭 和 17 年 6 月 1 日 ） 

２ 合併のあしあと  
 

     明 治 22 年      昭 和 10 年    昭 和 20 年    昭 和 30 年       平 成 22 年  

  年 代  

富
士
宮
市 

（ 昭 和 31 年 9 月 30 日 ） 

（ 昭 和 32 年 3 月 31 日 ） 

（ 平 成 22 年 3 月 23 日 ） 

（ 昭 和 33 年 4 月 1 日 ） 

（ 昭 和 30 年 4 月 1 日 ） 

（ 明 治 24 年 ）  

富 原 村  

芝川町 

内 房 村  

柚 野 村  

芝 富 村  
（ 川 尻 村 ）  

入 山 村  

富 士 宮 市

富 士 宮 市

芝
川
町 

富 士 宮 市

富 士 宮 市

上 野 村  

白 糸 村  

上 井 出 村  

北 山 村  

富 士 根 村  

富 丘 村  

大 宮 町  
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３ 市域  

市の位置（市役所所在地）  

東 経 １ ３ ８ ゜ ３ ７ ′ １ ８ 〝  
北 緯  ３ ５ ゜ １ ３ ′ １ ９ 〝  

 海 抜 １ ２ ５ ． ５ ８ メ ー ト ル  

広がり  

東 か ら 南 は 富 士 市 、 北 は 山 梨 県 、 西 は 静 岡 市 と 接 す る 。  
東 西 ２ ０ .９ ２ ｋ ｍ  
南 北 ３ ２ .６ ３ ｋ ｍ 

海抜  

最 高 ３ ， ７ ７ ６ ｍ （ 富 士 山 頂 剣 ケ 峰 ）  最 低 ３ ５ ｍ （ 山 本 石 の 宮 地 区 ）  
高 低 差  日 本 一  

面積  

３ ８ ９ ． ０ ８ k ㎡  
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４ 気象  

令 和 5 年 度 の 状 況  

月  平 均 気 温 (℃ ) 平 均 湿 度 (%) 降 雨 量 (mm) 平 均 風 速  風 向  

４ 月  15.2 68.4 178.5 2.2 南 南 東  

５ 月  18.1 77.1 236.0 2.0 南 南 東  

６ 月  21.9 85.3 487.0 1.6 南 南 東  

７ 月  26.4 82.8 74.0 2.0 南 南 東  

８ 月  27.5 83.1 379.0 1.7 南 南 東  

９ 月  25.9 81.4 117.0 1.8 南 南 東  

１ ０ 月  18.2 69.3 127.0 1.9 北 西  

１ １ 月  13.7 68.8 123.5 1.7 北 西  

１ ２ 月  8.7 65.1 58.5 1.5 北 西  

１ 月  6.8 57.3 63.5 2.1 北 西  

２ 月  8.2 71.7 180.0 2.3 北 西  

３ 月  9.3 61.9 354.0 2.4 北 西  

年間平均 16.7 72.8 
年度雨量 

2,021.5 
1.8 南 南 東  

 
最 高 気 温  ： 35.9℃  
最 低 気 温  ： -4.7℃  
瞬 間 最 大 風 速  ： 31.3m/s 
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５ 市の木・花・鳥・魚・キャラクター・キャッチフレーズ  

市 の 木 、 花 、 鳥 は 昭 和 ４ ４ 年 ５ 月 ５ 日 制 定 、 市 の 魚 は 平 成 ２ １ 年 ６ 月 １ 日 に 制 定  
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市のキャラクター  

  

 

キャッチフレーズ  

 

 

彩 … 世 界 遺 産 富 士 山 を は じ め と し た 、 彩 り の あ る 美 し い 自 然  
食 … 富 士 山 麓 の 自 然 に 育 ま れ た 豊 富 な 食 材  
見 … 富 士 宮 市 の 歴 史 ・ 文 化 ・ 観 光 の 魅 力  
美 … お も て な し の 美 し い 心 の ま ち  
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６ 市のあゆみ（主な出来事）  

年  月 日  主 な 出 来 事  

昭 和  

17 

6 月 1 日  
大 宮 町 と 富 丘 村 が 合 併 し 市 制 施 行 。 全 国 で 192 番 目 の 市 と し て 富 士

宮 市 が 誕 生 。 当 時 の 人 口 は 34,010 人 、 6,058 世 帯  

9 月 20 日  初 代 市 長 に 岡 谷 虎 蔵 氏 が 就 任 す る  

10 月 1 日  大 宮 町 駅 が 富 士 宮 駅 に 改 称 さ れ る  

19 11 月 7 日  富 士 宮 浅 間 神 社 境 内 の 湧 玉 池 が 名 勝 天 然 記 念 物 に 指 定 さ れ る  

20 12 月 1 日  沼 津 海 軍 共 済 病 院 富 士 宮 病 院 富 士 宮 分 院 が 市 立 富 士 宮 病 院 と な る  

22 4 月 6 日  初 の 公 選 市 長 と し て 小 室 鶴 松 氏 が 第 3 代 市 長 に 就 任 す る  

23 
10 月 6 日  

富 士 宮 市 で 県 下 初 の 教 育 委 員 選 挙 が 行 わ れ 、 11 月 1 日 富 士 宮 市 教 育

委 員 会 が 発 足 す る  

12 月  市 立 富 士 宮 病 院 を 錦 町 に 移 転 す る  

25 10 月 1 日  白 糸 の 滝 が 観 光 百 選 滝 の 部 で 第 1 位 と な る  

26 
3 月 31 日  

農 業 委 員 会 等 に 関 す る 法 律 制 定 に 伴 い 富 士 宮 市 農 業 委 員 会 が 発 足 す

る  

3 月 18 日  第 1 回 白 糸 駅 伝 (現 富 士 宮 駅 伝 競 走 )大 会 が 開 催 さ れ る  

27 

3 月 29 日  
富 士 宮 浅 間 神 社 境 内 の 湧 玉 池 と 狩 宿 の 下 馬 桜 （ 駒 止 の 桜 ） が 国 の 特

別 天 然 記 念 物 に 指 定 さ れ る  

5 月  不 正 投 票 の 告 発 を き っ か け に 上 野 村 村 八 分 事 件 が 起 き る  

11 月 22 日  富 士 山 が 国 の 特 別 名 勝 に 指 定 さ れ る  

30 
4 月 1 日  富 士 根 村 が 富 士 宮 市 と 合 併 す る  

11 月 3 日  フ ジ 製 糖 元 社 長 山 下 秀 索 氏 の 現 物 寄 付 で 富 士 宮 市 公 民 館 が 開 館 す る  

31 

2 月  富 士 宮 病 院 が 火 災 に 合 い 、 ほ と ん ど の 施 設 を 焼 失 す る  

5 月 24 日  村 山 浅 間 神 社 境 内 の 大 杉 が 県 の 天 然 記 念 物 に 指 定 さ れ る  

9 月 30 日  芝 富 村 ・ 内 房 村 が 合 併 し 、 富 原 村 が 誕 生 す る  

32 3 月 31 日  富 原 村 ・ 柚 野 村 が 合 併 し 、 芝 川 町 が 誕 生 す る  

33 
2 月  市 立 富 士 宮 病 院 が 完 成 す る  

4 月 1 日  北 山 村 、 上 野 村 、 上 井 出 村 、 白 糸 村 が 富 士 宮 市 と 合 併 す る  

34 6 月 6 日  逢 来 橋 (コ ン ク リ ー ト 橋 )が 完 成 し 、 渡 船 が 廃 止 さ れ る  

37 7 月 1 日  精 進 川 に 老 人 ホ ー ム 長 生 園 が 開 園 す る  

38 8 月 15 日  広 報 ふ じ の み や 第 1 号 を 発 刊 す る  

40 4 月 1 日  弓 沢 線 の 焼 却 所 に 代 わ り 、 大 岩 の じ ん 芥 焼 却 場 の 運 転 が 始 ま る  
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年  月 日  主 な 出 来 事  

41 

3 月 26 日  大 石 寺 の 五 重 の 塔 が 国 の 重 要 文 化 財 に 指 定 さ れ る  

9 月 25 日  

瞬 間 最 大 風 速 50 メ ー ト ル を 記 録 し た 台 風 26 号 の 影 響 に よ り 、 重 軽

傷 者 41 人 、 住 家 全 壊 66 戸 、 半 壊 256 戸 、 非 住 家 全 壊 285 戸 、 半 壊

257 戸 の 被 害 に 合 う  

42 
3 月 31 日  市 立 富 士 宮 病 院 が 県 の 認 可 を 受 け 、 富 士 宮 市 立 総 合 病 院 と な る  

11 月 1 日  市 制 施 行 25 周 年 記 念 式 典 を 開 催 す る 。市 歌 及 び 市 民 憲 章 を 制 定 す る  

43 

8 月 3 日  滋 賀 県 近 江 八 幡 市 と 夫 婦 都 市 提 携 の 調 印 を す る  

8 月 16 日  市 営 プ ー ル (旧 県 立 富 士 宮 東 高 跡 地 )が オ ー プ ン す る  

9 月 14 日  市 立 体 育 館 (旧 県 立 富 士 宮 東 高 跡 地 )が 開 館 す る  

44 
5 月 5 日  

市 の 木 「 カ エ デ 」 、 市 の 花 「 フ ジ サ ク ラ 」 、 市 の 鳥 「 ひ ば り 」 が 決

ま る  

9 月 25 日  市 立 図 書 館 (宮 町 ・ 旧 税 務 署 跡 地 )が 開 館 す る  

45 

2 月 11 日  市 立 郷 土 資 料 館 (宮 町 ・ 旧 税 務 署 跡 地 )が 開 館 す る  

3 月 31 日  市 立 井 之 頭 小 麓 分 校 が 廃 止 さ れ 60 余 年 の 歴 史 を 閉 じ る  

8 月 6 日  第 5 回 日 本 ジ ャ ン ボ リ ー が 朝 霧 高 原 で 開 幕 す る  

46 

5 月 17 日  市 立 武 道 館 (旧 県 立 富 士 宮 東 高 跡 地 )が 開 館 す る  

8 月 2 日 ～ 8 月

10 日  

第 13 回 世 界 ジ ャ ン ボ リ ー が 朝 霧 高 原 で 開 幕 し 、 世 界 87 か 国 か ら

23,758 人 が 参 加 す る  

48 8 月 13 日  市 立 学 校 給 食 セ ン タ ー が 完 成 す る  

49 5 月 1 日  市 立 勤 労 青 少 年 ホ ー ム 、 児 童 館 が 開 館 す る  

50 

4 月 26 日  星 山 放 水 路 が 完 成 し 、 通 水 式 が 行 わ れ る  

3 月 17 日  富 士 宮 市 名 誉 市 民 第 1 号 に 池 田 大 作 氏 が 選 ば れ る  

6 月 1 日  
大 岩 の じ ん 芥 焼 却 場 に 代 わ り 、 山 宮 の 清 掃 セ ン タ ー で の 業 務 を 開 始

す る 。 1 日 の 処 理 量 が 40 ト ン か ら 110 ト ン と な る  

7 月 21 日  米 国 サ ン タ モ ニ カ 市 と の 姉 妹 都 市 提 携 を 調 印 す る  

10 月 2 日  市 の 人 口 が 10 万 人 を 超 え る （ 国 勢 調 査 ）  

53 10 月 20 日  後 藤 清 吉 郎 氏 の 手 す き 和 紙 が 県 の 無 形 文 化 財 に 指 定 さ れ る  

54 10 月 19 日  

記 録 的 な 大 雨 を 記 録 し た 台 風 20 号 の 影 響 に よ り 、住 宅 全 壊 2 戸 、半

壊 2 戸 、 床 上 浸 水 221 戸 、 床 下 浸 水 多 数 の 被 害 に 合 う 。 野 中 橋 が 落

橋 す る  

56 

3 月 27 日  富 士 宮 駅 前 の 大 鳥 居 を 解 体 、 撤 去 す る  

6 月 1 日  
市 民 文 化 会 館 が 開 館 し 、 市 立 郷 土 資 料 館 が 市 民 文 化 会 館 内 に 移 転 す

る  

 

 

 



9 

年  月 日  主 な 出 来 事  

57 

3 月 11 日  富 士 山 本 宮 浅 間 神 社 が 富 士 山 本 宮 浅 間 大 社 と な る  

3 月 31 日  星 山 浄 化 セ ン タ ー が 完 成 し 公 共 下 水 道 の 供 用 を 開 始 す る  

7 月 1 日  富 士 宮 聖 苑 の 供 用 を 開 始 す る  

58 3 月 31 日  富 士 宮 駅 前 広 場 が 完 成 す る  

60 7 月 7 日  天 子 の 森 が 開 場 す る  

61 4 月 1 日  富 士 宮 市 立 総 合 病 院 の 南 側 に 、 市 立 病 院 が 完 成 し 診 療 を 開 始 す る  

63 11 月 3 日  芝 川 町 役 場 庁 舎 (現 芝 川 会 館 )が 完 成 す る  

平 成

元  

3 月 23 日  万 野 原 新 田 と 粟 倉 地 区 を 結 ぶ 「 平 成 大 橋 」 が 開 通 す る  

3 月 29 日  中 央 図 書 館 が 開 館 す る  

2 4 月 8 日  市 民 体 育 館 が 開 館 す る  

3 

6 月 15 日  

過 積 載 状 態 の ト レ ー ラ ー が 国 道 139 号 を 南 下 中 、 万 野 原 新 田 付 近 で

制 動 不 能 と な り 、普 通 自 動 車 等 に 追 突 し 、計 8 名 が 死 亡 、4 人 が 重 軽

傷 を 負 う 事 故 が 起 き る  

8 月 1 日  
全 国 高 等 学 校 総 合 体 育 大 会 で 軟 式 テ ニ ス 、 相 撲 の 2 競 技 が 開 催 さ れ

る  

7 月 7 日  市 民 プ ー ル が オ ー プ ン す る  

11 月 1 日  市 役 所 新 庁 舎 が 完 成 す る  

4 6 月 1 日  
市 制 施 行 50 周 年 記 念 式 典 を 開 催 す る  

「 富 士 宮 市 フ ー ち ゃ ん 」 が 誕 生 す る  

6 
3 月 29 日  外 神 東 公 園 が 開 園 す る  

9 月 1 日  清 掃 セ ン タ ー 新 焼 却 施 設 が 稼 動 す る  

7 

3 月 22 日  
警 視 庁 が オ ウ ム 真 理 教 の 強 制 捜 査 に 着 手 し 、 富 士 山 総 本 部 で 家 宅 捜

索 が 行 わ れ る  

3 月 27 日  新 稲 子 川 温 泉 ユ ー ・ ト リ オ が オ ー プ ン す る  

4 月 1 日  保 健 セ ン タ ー 、 救 急 医 療 セ ン タ ー を 開 設 す る  

8 
3 月 28 日  神 田 川 ふ れ あ い 広 場 が 開 場 す る  

7 月 24 日  第 38 回 自 然 公 園 大 会 が 開 催 さ れ る  

9 
6 月 1 日  市 制 施 行 55 周 年 記 念 式 典 を 開 催 す る  

11 月 11 日  中 国 浙 江 省 紹 興 市 と 友 好 交 流 関 係 都 市 提 携 の 調 印 を す る  

10 

4 月 19 日  山 宮 ス ポ ー ツ 公 園 が 開 園 す る  

7 月 20 日  第 9 回 世 界 女 子 ソ フ ト ボ ー ル 選 手 権 大 会 が 開 催 さ れ る  

10 月  富 丘 地 区 で 異 常 湧 水 が 発 生 す る  

11 4 月 1 日  総 合 福 祉 会 館 が 開 館 す る  
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12 

3 月 27 日  県 内 9 番 目 の 「 道 の 駅 」 朝 霧 高 原 が オ ー プ ン す る  

7 月 1 日  田 貫 湖 ふ れ あ い 自 然 塾 、 国 民 休 暇 村 が オ ー プ ン す る  

9 月 19 日  や ま と 跨 線 橋 が 完 成 す る  

11 月 30 日  市 役 所 が ISO14001 認 証 を 取 得 す る  

13 10 月 27 日  
オ ー ミ ケ ン シ 富 士 宮 工 場 跡 地 に イ オ ン 富 士 宮 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー

が オ ー プ ン す る  

14 
6 月 1 日  市 制 施 行 60 周 年 記 念 式 典 を 開 催 す る  

9 月 19 日  全 日 本 総 合 男 子 ソ フ ト ボ ー ル 選 手 権 大 会 が 開 幕 す る  

15 

6 月 21 日  大 中 里 地 区 で 硫 酸 ピ ッ チ 不 法 投 棄 事 件 が 発 覚 す る  

10 月 26 日  
第 58 回 国 民 体 育 大 会 で ソ フ ト ボ ー ル（ 成 年 男 子 ）・ バ ド ミ ン ト ン 競

技 が 開 幕 す る  

16 
7 月 5 日  中 央 公 民 館 を 解 体 す る  

8 月 25 日  全 日 本 大 学 ソ フ ト ボ ー ル 選 手 権 大 会 が 開 幕 す る  

17 6 月 4 日  福 井 県 小 浜 市 と 食 の ま ち づ く り 交 流 宣 言 都 市 提 携 の 調 印 を す る  

18 

1 月  富 士 宮 市 財 政 健 全 化 計 画 を 策 定 す る  

5 月 26 日  「 フ ー ド バ レ ー 」 、 「 地 食 健 身 」 が 商 標 登 録 さ れ る  

10 月 29 日  
第 19 回 全 国 健 康 福 祉 祭 し ず お か 大 会 『 ね ん り ん ピ ッ ク 静 岡 2006』

俳 句 交 流 大 会 が 開 催 さ れ る  

19 

2 月 9 日  「 フ ー ド バ レ ー の ロ ゴ 」 が 商 標 登 録 さ れ る  

3 月 16 日  全 国 高 等 学 校 男 子 ソ フ ト ボ ー ル 選 抜 大 会 が 開 幕 す る  

5 月 20 日  第 1 回 ｢食 卓 の 日 ｣（ 毎 月 第 3 日 曜 日 ） 制 定 記 念 イ ベ ン ト を 開 催 す る  

6 月 1 日  市 制 施 行 65 周 年 記 念 式 典 を 開 催 す る  

6 月 2･3 日  第 2 回 B-1 グ ラ ン プ リ が 浅 間 大 社 周 辺 で 開 催 さ れ る  

20 

4 月 1 日  新 公 共 交 通 サ ー ビ ス 「 宮 タ ク 」 、 「 宮 バ ス 」 が ス タ ー ト す る  

6 月 3 日  環 境 省 「 湧 玉 池 ・ 神 田 川 」 を 平 成 の 名 水 百 選 に 選 定 さ れ る  

11 月 4 日  
富 士 山 を 取 り 囲 む 静 岡 山 梨 両 県 の 13 市 町 村 を 対 象 に「 富 士 山 ナ ン バ

ー 」 の 交 付 が 始 ま る  

21 

6 月 1 日  市 の 魚 「 に じ ま す 」 を 制 定 す る  

10 月 24 日  国 民 文 化 祭 が 開 幕 す る  

12 月 2 日  富 士 山 環 境 交 流 プ ラ ザ が オ ー プ ン す る  

22 

1 月 22 日  「 わ が 家 は 大 丈 夫 ！ 黄 色 い ハ ン カ チ 作 戦 」 が 商 標 登 録 さ れ る  

3 月 23 日  芝 川 町 が 富 士 宮 市 と 合 併 す る  

8 月 2 日  第 15 回 日 本 ジ ャ ン ボ リ ー が 朝 霧 高 原 で 開 催 さ れ る  

8 月 20 日  北 海 道 帯 広 市 と フ ー ド バ レ ー 交 流 に 関 す る 共 同 声 明 文 を 取 り 交 わ す  
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23 3 月 15 日  
富 士 宮 市 を 震 源 と す る 静 岡 県 東 部 の 地 震 が 発 生 す る （ 市 内 で 震 度 6

強 ）  

23 

4 月 4 日  
神 奈 川 県 南 足 柄 市 と フ ラ ワ ー フ レ ン ド リ ー シ テ ィ ー 友 好 交 流 関 係 都

市 提 携 の 調 印 を す る  

8 月 21 日  富 士 宮 や き そ ば が ニ ュ ー ヨ ー ク に 進 出 す る  

9 月  淀 師 地 区 で 異 常 湧 水 が 発 生 す る  

9 月 2 日  「 富 士 山 学 習 」 が 商 標 登 録 さ れ る  

24 

2 月 4 日  「 宮 バ ス 、 宮 タ ク 事 業 」 が 地 域 づ く り 総 務 大 臣 表 彰 を 受 賞 す る  

4 月 14 日  JR 身 延 線 の 高 架 化 （ 野 中 踏 切 の 撤 去 ） が 完 了 す る  

４ 月 28 日  神 田 川 広 場 が 完 成 す る  

6 月 1 日  
市 制 施 行 70 周 年 記 念 式 典 を 開 催 す る  

「 富 士 宮 市 さ く や ち ゃ ん 」 が 誕 生 す る  

10 月 19 日  「 湧 幻 鱒 」 が 商 標 登 録 さ れ る  

11 月 5 日  大 韓 民 国 慶 尚 北 道 栄 州 市 と 友 好 交 流 関 係 都 市 提 携 の 調 印 を す る  

25 
6 月 22 日  富 士 山 の 世 界 文 化 遺 産 登 録 が 決 定 す る  

12 月 23 日  第 １ 回 富 士 山 女 子 駅 伝 が 開 催 さ れ る  

26 

4 月 1 日  駅 前 交 流 セ ン タ ー 「 き ら ら 」 が オ ー プ ン す る  

4 月 22 日  療 育 支 援 セ ン タ ー 「 こ あ ら 」 が オ ー プ ン す る  

6 月 1 日  埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー が オ ー プ ン す る  

6 月 2 日  大 宮 保 育 園 内 で の 病 後 児 保 育 を 開 始 す る  

10 月 24 日  「 富 士 宮 市 さ く や ち ゃ ん 」 が 商 標 登 録 さ れ る  

12 月 22 日  国 道 469 号 下 稲 子 バ イ パ ス が 開 通 す る  

27 

1 月 26 日  
く ま も と 県 南 フ ー ド バ レ ー 推 進 協 議 会 と フ ー ド バ レ ー 交 流 に 関 す る

共 同 声 明 文 を 取 り 交 わ す  

9 月 1 日  大 富 士 交 流 セ ン タ ー が オ ー プ ン す る  

9 月 10 日  富 士 市 ・ 富 士 宮 市 消 防 指 令 セ ン タ ー の 共 同 運 用 を 開 始 す る  

9 月 18 日  「 フ ー ド バ レ ー ふ じ の み や 」 が 商 標 登 録 さ れ る  

28 
4 月 1 日  富 士 宮 市 手 話 言 語 条 例 を 施 行 す る  

4 月 1 日  神 田 川 観 光 駐 車 場 が 完 成 す る  
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29 

2 月 2 日  
2020 年 東 京 五 輪 事 前 合 宿 に 係 る 覚 書 を 締 結 し 、 ス ペ イ ン の ホ ス ト タ

ウ ン と し て 登 録 す る  

4 月 1 日  新 学 校 給 食 セ ン タ ー が 供 用 を 開 始 す る  

6 月 1 日  市 制 施 行 75 周 年 記 念 式 典 を 開 催 す る  

6 月 8 日  浅 間 町 フ レ ン ド パ ー ク が 完 成 す る  

6 月 24 日  台 湾 台 南 市 と 友 好 交 流 関 係 都 市 提 携 の 調 印 を す る  

7 月 31 日  白 尾 山 公 園 が 日 本 夜 景 遺 産 と し て 選 定 さ れ る  

11 月 11 日  第 27 回 織 田 信 長 サ ミ ッ ト が 開 催 さ れ る  

12 月 23 日  静 岡 県 富 士 山 世 界 遺 産 セ ン タ ー が オ ー プ ン す る  

30 

8 月 3 日  滋 賀 県 近 江 八 幡 市 と の 夫 婦 都 市 提 携 が 50 周 年 を 迎 え る  

12 月 13 日  

～ 15 日  
第 4 回 全 国 小 水 力 発 電 大 会 in 富 士 宮 が 開 催 さ れ る  

令 和

元  

7 月 29 日  
市 立 全 小 中 学 校 へ の エ ア コ ン 設 置 が 進 み 、第 一 号 (貴 船 小 )の 運 転 を 開

始 す る  

10 月 1 日  市 立 病 院 地 域 包 括 ケ ア 病 棟 の 運 用 を 開 始 す る  

2 

2 月 21 日  富 士 宮 市 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 本 部 を 設 置 す る  

3 月 3 日  
国 内 で の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 に よ り 、 市 内 公 立 小 中 学 校

が 一 斉 に 臨 時 休 業 す る （ 3 月 3 日 ～ 19 日 、 4 月 11 日 ～ 5 月 31 日 ) 

3 月 14 日  芝 川 町 と の 合 併 10 周 年 記 念 式 典 を 開 催 す る  

4 月 16 日  
新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 拡 大 を 受 け 、 特 別 措 置 法 に 基 づ く 緊 急

事 態 宣 言 が 全 都 道 府 県 に 拡 大 す る (～ 5 月 14 日 ) 

4 月 24 日  富 士 山 ・ 白 糸 ノ 滝 テ ラ ス が オ ー プ ン す る  

5 月 18 日  市 独 自 の PCR 検 査 場 の 運 用 を 開 始 す る  

7 月 10 日  

～ 9 月 10 日  
富 士 宮 市 史 上 初 の 富 士 山 登 山 道 閉 鎖  

3 

1 月 13 日  「 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ 」 に 取 り 組 む こ と を 宣 言 す る  

3 月 22 日  富 士 宮 口 五 合 目 レ ス ト ハ ウ ス が 火 災 に よ り 使 用 不 能 と な る  

4 月 1 日  
富 丘 公 民 館 を 閉 館 し 、 富 丘 交 流 セ ン タ ー を 開 館 す る  

白 糸 会 館 を 建 て 替 え 開 館 す る  

4 月 5 日  医 師 ・ 看 護 師 等 へ の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ ン 接 種 が 始 ま る  

5 月 18 日  市 民 へ の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ ン 接 種 が 始 ま る  

5 月 21 日  SDGs 未 来 都 市 と し て 選 定 さ れ る  

6 月 25 日  
東 京 2020 オ リ ン ピ ッ ク 聖 火 リ レ ー が 市 内 を 走 り 、富 士 山 本 宮 浅 間 大

社 で セ レ ブ レ ー シ ョ ン が 行 わ れ る  

8 月 5 日 ～ 6 日  
東 京 2020 オ リ ン ピ ッ ク の 空 手 女 子 形 で 、サ ン ド ラ・サ ン チ ェ ス 選 手

が 金 メ ダ ル 、 ダ ミ ア ン ・ キ ン テ ー ロ 選 手 が 銀 メ ダ ル を 獲 得 す る  
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4 

4 月 1 日  毎 月 20 日 を 「 子 ど も 安 全 の 日 」 と し て 制 定 す る  

5 月 7 日  児 童 館 「 ら っ こ 」 が オ ー プ ン す る  

5 月 20 日  田 貫 湖 畔 広 場 が 完 成 す る  

6 月 1 日  市 制 施 行 80 周 年 記 念 式 典 を 開 催 す る  

10 月 28 日 ～

29 日  
第 35 期 竜 王 戦 第 3 局 富 士 宮 対 局 が 行 わ れ る  

11 月 19 日  静 岡 県 松 崎 町 と ヒ メ の 里 交 流 都 市 提 携 の 調 印 を す る  

5 

４ 月 １ 日  
山 宮 ふ じ ざ く ら 球 技 場 の 人 工 芝 整 備 な ど を 行 い 、 リ ニ ュ ー ア ル オ ー

プ ン す る  

6 月 10 日  「 宮 ガ チ ャ 」 の 販 売 を 開 始 す る  

6 月 18 日  富 士 山 世 界 文 化 遺 産 登 録 10 周 年 記 念 の 各 種 記 念 事 業 を 開 催 す る  

8 月 上 旬  上 野 地 区 に 国 の 特 別 天 然 記 念 物 「 コ ウ ノ ト リ 」 が 飛 来 す る  

8 月 1 日  同 報 無 線 で 富 士 宮 市 歌 の 放 送 を 開 始 す る  

9 月 1 日  大 宮 保 育 園 内 で の 病 児 保 育 を 開 始 す る  

9 月 13 日  音 止 の 滝 展 望 場 が 完 成 す る  

9 月 16 日 ～  

17 日  

ニ ュ ー ヨ ー ク 市 で 開 催 さ れ た「 ジ ャ パ ン フ ェ ス ×ニ ュ ー ヨ ー ク 粉 も ん

コ ン テ ス ト に 富 士 宮 焼 き そ ば 学 会 が 参 加 し 、「 Mt.FUJI YAKISOBA」

が グ ラ ン プ リ を 受 賞 す る  

11 月 1 日  富 士 宮 市 公 開 型 地 理 情 報 シ ス テ ム 「 宮 マ ッ プ 」 の 運 用 を 開 始 す る  

11 月 4 日  北 山 用 水 が 世 界 か ん が い 施 設 遺 産 に 登 録 さ れ る  

12 月 15 日  宮 町 交 番 跡 地 か ら 北 側 の 神 田 川 沿 い に 遊 歩 道 を 整 備 す る  

６  

2 月 25 日  第 1 回 ふ じ の み や プ リ ン ま つ り を 神 田 川 ふ れ あ い 広 場 で 開 催 す る  

3 月 16 日 ～  

19 日  
第 42 回 全 国 高 等 学 校 女 子 ソ フ ト ボ ー ル 選 抜 大 会 が 開 催 さ れ る  

4 月 1 日  
リ ニ ュ ー ア ル 工 事 の た め 市 民 文 化 会 館 が 休 館 と な り 、 併 せ て 市 立 郷

土 資 料 館 も 休 館 と な る  

5 月 11 日  白 糸 自 然 公 園 内 に 「 宮 っ こ ！ 消 防 わ ん ぱ ー く 」 を 開 設 す る  
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７ 市民憲章・市歌  

富士宮市民憲章  

（ 昭 和 ４ ２ 年 １ １ 月 １ 日 制 定 ）  
 

わ た く し た ち は 、 富 士 宮 市 民 で あ る こ と に 誇 り を も ち お 互 い の し あ わ せ を ね が い 、 よ い
市 民 と な る た め に 、 こ の 憲 章 を 定 め ま す 。  
 
 
１  わ た く し た ち は 、 富 士 山 を 仰 ぎ 文 化 を 高 め 、  
  ゆ た か な 教 養 を 身 に つ け ま し ょ う 。  
 
１  わ た く し た ち は 、 明 る い 家 庭 を つ く り 、  
  健 康 な 青 少 年 を 育 て ま し ょ う 。  
 
１  わ た く し た ち は 、 恵 ま れ た 自 然 を 愛 し 、  
  清 潔 な 美 し い ま ち を つ く り ま し ょ う 。  
 
１  わ た く し た ち は 、 社 会 の き ま り を 守 り 、  
  人 に 迷 惑 を か け な い よ う に つ と め ま し ょ う 。  
 
１  わ た く し た ち は 、 心 身 を き た え 仕 事 に は げ み 、  
  郷 土 の 発 展 に つ く し ま し ょ う 。  
 
※  市 民 憲 章 は 、 市 制 施 行 ２ ５ 周 年 を 記 念 し て 一 般 公 募 (昭 和 ４ ２ 年 ７ 月 )し 、 市 民 憲 章 審

査 委 員 会 で 審 査 の 上 、 制 定 し ま し た 。  
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富士宮市歌   

（ 昭 和 ４ ２ 年 １ １ 月 １ 日 制 定 ）  
 
 富 士 宮 市  選 定  
 小 山 章 三  作 曲  
 
１  朝 日 に 富 士 の  雪 映 え て  
  明 る い 希 望 の  陽 が の ぼ る  
  あ あ  さ わ や か な  富 士 宮  
  こ こ に 生 ま れ て  こ こ に 住 む  
  わ れ ら こ ぞ り て  こ の ま ち に  
  夢 を 咲 か そ う  う つ く し く  
２  雪 げ の 水 の  わ く と こ ろ  
  浅 間 の 宮 の  千 木 た か く  
  あ あ  ひ か り さ す  富 士 宮  
  こ こ に 働 き  こ こ に 住 む  
  わ れ ら ひ と し く  こ の ま ち に  
  幸 を 築 こ う  ゆ る ぎ な く  
３  香 る 歴 史 と  人 の 和 に  
  文 化 の 花 も  ふ く い く と  
  あ あ  さ か え ゆ く  富 士 宮  
  こ こ に く ら し て  こ こ に 住 む  
  わ れ ら 明 る く  こ の ま ち に  
  理 想 め ざ そ う  た ゆ み な く  
 

※  市 歌 は 、 市 制 施 行 ２ ５ 周 年 を 記 念 し て 詞 を 一 般 公 募 (昭 和 ４ ２ 年 ７ 月 )し 、 市 歌 審 査 委
員 会 で 審 査 し 作 成 さ れ 、作 曲 は（ 市 に 関 係 が あ っ た ）国 立 音 楽 大 学 に 依 頼 し 、当 時 同 大
学 の 小 山 章 三 助 教 授 に よ る も の で す 。  

  明 る く 健 や か な 発 展 を 続 け る 富 士 宮 市 を 表 現 し た 内 容 で 、 誰 に で も 歌 え る 親 し み や す
い 歌 を 作 り 、市 民 に 勇 気 と 希 望 を 与 え 、市 民 性 の 高 ま り に 役 立 て よ う と い う も の で し た 。 
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８ 市長・副市長  

市長  

第 ２ ３ 代 富 士 宮 市 長  須 藤  秀 忠 （ 就 任  令 和 5 年 ４ 月 27 日 ） 

代 順  氏 名  就 任 年 月 日  退 任 年 月 日  

臨 時  渡 辺  藤 吉  昭 和 17 年 6 月 1 日  昭 和 17 年 9 月 20 日  

初 代  岡 谷  虎 蔵  昭 和 17 年 9 月 20 日  昭 和 18 年 8 月 23 日  

２ 代  佐 野  政 治  昭 和 18 年 9 月 30 日  昭 和 21 年 11 月 11 日  

３ 代  小 室  鶴 松  昭 和 22 年 4 月 6 日  昭 和 26 年 4 月 4 日  

４ 代  小 室  鶴 松  昭 和 26 年 4 月 24 日  昭 和 30 年 3 月 31 日  

５ 代  上 杉  増 太 郎  昭 和 30 年 5 月 1 日  昭 和 33 年 11 月 14 日  

６ 代  渡 辺  定 信  昭 和 33 年 12 月 21 日  昭 和 35 年 2 月 6 日  

７ 代  山 川  斌  昭 和 35 年 3 月 20 日  昭 和 39 年 3 月 19 日  

８ 代  山 川  斌  昭 和 39 年 3 月 20 日  昭 和 43 年 3 月 19 日  

９ 代  山 川  斌  昭 和 43 年 3 月 20 日  昭 和 47 年 3 月 19 日  

10 代  植 松  義 忠  昭 和 47 年 3 月 20 日  昭 和 51 年 3 月 19 日  

11 代  山 川  斌  昭 和 51 年 3 月 20 日  昭 和 55 年 3 月 19 日  

12 代  植 松  義 忠  昭 和 55 年 3 月 20 日  昭 和 58 年 3 月 20 日  

13 代  吉 田  廉  昭 和 58 年 4 月 24 日  昭 和 62 年 4 月 23 日  

14 代  吉 田  廉  昭 和 62 年 4 月 26 日  平 成 3 年 4 月 25 日  

15 代  渡 辺  紀  平 成 3 年 4 月 26 日  平 成 7 年 4 月 25 日  

16 代  渡 辺  紀  平 成 7 年 4 月 26 日  平 成 11 年 4 月 25 日  

17 代  渡 辺  紀  平 成 11 年 4 月 26 日  平 成 15 年 4 月 25 日  

18 代  小 室  直 義  平 成 15 年 4 月 27 日  平 成 19 年 4 月 26 日  

19 代  小 室  直 義  平 成 19 年 4 月 27 日  平 成 23 年 4 月 26 日  

20 代  須 藤  秀 忠  平 成 23 年 4 月 27 日  平 成 27 年 4 月 26 日  

21 代  須 藤  秀 忠  平 成 27 年 4 月 27 日  平 成 31 年 4 月 26 日  

22 代  須 藤  秀 忠  平 成 31 年 4 月 27 日  令 和 5 年 ４ 月 26 日  

23 代  須 藤  秀 忠  令 和 5 年 ４ 月 27 日   
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助役  

代 順  氏 名  就 任 年 月 日  退 任 年 月 日  

臨 時  佐 野  政 治  昭 和 17 年 6 月 1 日  昭 和 18 年 9 月 29 日  

初 代  渡 井  孝 造  昭 和 18 年 12 月 13 日  昭 和 19 年 9 月 19 日  

２ 代  佐 野  政 太 郎  昭 和 19 年 11 月 2 日  昭 和 20 年 9 月 17 日  

３ 代  成 田  錦 四 郎  昭 和 20 年 11 月 12 日  昭 和 24 年 11 月 11 日  

４ 代  土 井  清 太 郎  昭 和 25 年 3 月 31 日  昭 和 29 年 2 月 11 日  

５ 代  池 谷  知 機  昭 和 29 年 3 月 12 日  昭 和 29 年 10 月 17 日  

６ 代  小 長 谷  鯛 治  昭 和 29 年 12 月 16 日  昭 和 30 年 3 月 31 日  

７ 代  佐 野  政 治  昭 和 30 年 6 月 16 日  昭 和 34 年 6 月 15 日  

８ 代  道 岡  三 郎  昭 和 34 年 12 月 1 日  昭 和 38 年 11 月 30 日  

９ 代  佐 野  茂 樹  昭 和 39 年 6 月 29 日  昭 和 43 年 6 月 15 日  

10 代  深 沢  文 男  昭 和 43 年 7 月 1 日  昭 和 47 年 6 月 30 日  

11 代  深 沢  文 男  昭 和 47 年 7 月 1 日  昭 和 51 年 6 月 30 日  

12 代  佐 野  隆 夫  昭 和 51 年 7 月 16 日  昭 和 55 年 7 月 15 日  

13 代  吉 田  廉  昭 和 55 年 8 月 2 日  昭 和 57 年 10 月 9 日  

14 代  佐 野  芳 弘  昭 和 58 年 7 月 9 日  昭 和 60 年 3 月 31 日  

15 代  佐 野  卓 司  昭 和 60 年 4 月 10 日  平 成 元 年 4 月 9 日  

16 代  赤 池  金 彦  平 成 元 年 5 月 16 日  平 成 5 年 5 月 15 日  

17 代  赤 池  金 彦  平 成 5 年 5 月 17 日  平 成 9 年 5 月 16 日  

18 代  加 瀬 澤  義 廣  平 成 6 年 4 月 1 日  平 成 8 年 3 月 31 日  

19 代  中 島  孝  平 成 8 年 4 月 1 日  平 成 10 年 3 月 31 日  

20 代  中 村  伸 介  平 成 9 年 5 月 17 日  平 成 13 年 5 月 16 日  

21 代  中 村  伸 介  平 成 13 年 5 月 17 日  平 成 15 年 12 月 8 日  

22 代  鈴 木  正 勝  平 成 16 年 3 月 1 日  平 成 18 年 3 月 31 日  

23 代  太 田  精 一  平 成 18 年 4 月 1 日  平 成 19 年 3 月 31 日  
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副市長  

代 順  氏  名  就 任 年 月 日  退 任 年 月 日  

初 代  太 田  精 一  平 成 19 年 4 月 1 日  平 成 22 年 3 月 31 日  

２ 代  芦 澤  英 治  平 成 22 年 4 月 1 日  平 成 26 年 3 月 31 日  

３ 代  芦 澤  英 治  平 成 26 年 4 月 1 日  平 成 30 年 3 月 31 日  

４ 代  渡 邉  恭 一  平 成 27 年 6 月 1 日  令 和 元 年 5 月 29 日  

５ 代  芦 澤  英 治  平 成 30 年 4 月 1 日  令 和 4 年 3 月 31 日  

６ 代  渡 邉  恭 一  令 和 元 年 6 月 1 日  令 和 5 年 5 月 31 日  

7 代  芦 澤  英 治  令 和 4 年 4 月 1 日  令 和 5 年 5 月 31 日  

８ 代  篠 原   晃 信  令 和 5 年 6 月 1 日   

９ 代  渡 邉  恭 一  令 和 5 年 6 月 1 日   
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９ 行政組織図  
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１０ 人口の推移  

令和 5 年度の人口の推移  

令 和 ５ 年 ４ 月 ～ 令 和 ６ 年 ３ 月 (各 月 １ 日 現 在 ) 
月  男  女  合 計  世 帯 数  

4 月  63,956 (1,369) 64,750 (1,271) 128,706 (2,640) 58,410 (1,725) 

5 月  63,926 (1,393) 64,718 (1,309) 128,644 (2,702) 58,553 (1,792) 

6 月  63,912 (1,409) 64,706 (1,316) 128,618 (2,725) 58,622 (1,803) 

7 月  63,891 (1,425) 64,709 (1,341) 128,600 (2,766) 58,692 (1,839) 

8 月  63,878 (1,460) 64,668 (1,357) 128,546 (2,817) 58,722 (1,892) 

9 月  63,885 (1,521) 64,658 (1,391) 128,543 (2,912) 58,833 (1,980) 

10 月  63,768 (1,487) 64,593 (1,384) 128,361 (2,871) 58,750 (1,927) 

11 月  63,751 (1,524) 64,585 (1,405) 128,336 (2,929) 58,845 (1,980) 

12 月  63,670 (1,534) 64,576 (1,419) 128,246 (2,953) 58,857 (1,997) 

1 月  63,613 (1,544) 64,556 (1,433) 128,169 (2,977) 58,904 (2,024) 

2 月  63,561 (1,569) 64,460 (1,423) 128,021 (2,992) 58,902 (2,036) 

3 月  63,546 (1,611) 64,366 (1,413) 127,912 (3,024) 58,914 (2,077) 

※ （ ） 内 の 数 字 は 外 国 人 の 内 数  

過去１０年間の人口の推移  

27 28 29 30 31 2 3 4 5 6

世帯数 53,596 54,218 55,020 55,652 56,328 56,942 57,319 57,533 58,259 58,904

人口 135,034134,526134,176133,641132,961132,299131,223130,153129,250128,169

45,000

47,000

49,000

51,000

53,000

55,000

57,000

59,000

125,000

130,000

135,000

140,000 世帯数人
口

 

※ 毎 年 １ 月 １ 日 現 在 で の 人 口 数 ・ 世 帯 数 を 集 計  
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１１ 各種計画  

第５次富士宮市総合計画  

将来都市像  

富 士 山 の 恵 み を 活 か し た 元 気 に 輝 く 国 際 文 化 都 市  

将来都市像を実現するための３つの重点取組  

取 組 １  恵 み 豊 か な 未 来 づ く り  ～ 世 界 遺 産 富 士 山 の 恵 み を 保 全 し 、 活 用 す る ～  
取 組 ２  い き い き 元 気 な 未 来 づ く り  ～ 安 全 ・ 安 心 な ま ち で 、 健 康 を 育 み 元 気 に 暮 ら す ～  
取 組 ３  誰 も が 輝 く 未 来 づ く り  ～ 人 と ま ち が 輝 き 、 人 口 減 少 社 会 に 打 ち 克 つ ～  

基本目標  

１  富 士 山 の 自 然 と 調 和 し た 循 環 力 が あ る ま ち づ く り （ 環 境 ）  
  富 士 山 の 優 れ た 自 然 環 境 や 景 観 を 保 全 す る と と も に 、 自 然 と の 調 和 を 図 り 、 好 循 環 を

い つ ま で も 持 続 さ せ る ま ち づ く り を 進 め ま す 。  

２  富 士 山 の 麓 か ら 創 造 力 と 活 力 が み な ぎ る ま ち づ く り （ 産 業 ）  
  富 士 山 か ら の 恵 み で あ る 豊 か な 資 源 を 活 用 し た 特 色 あ る 観 光 、 農 林 水 産 業 、 商 工 業 を

創 造 し 、国 内 は も と よ り 世 界 の 各 地 か ら 多 く の 人 が 集 ま る 元 気 な ま ち づ く り を 進 め ま す 。 

３  み ん な の 幸 せ と 潤 い を 創 出 す る ま ち づ く り （ 健 康 福 祉 ）  
  生 涯 を 通 じ て 、 切 れ 目 の な い 支 援 体 制 の 充 実 と 住 民 主 体 に よ る 地 域 の 充 実 に よ り 、 誰

も が 幸 せ と 潤 い を 感 じ て 暮 ら せ る ま ち づ く り を 進 め ま す 。  

４  郷 土 に 学 び 郷 土 を 愛 す る 心 豊 か な 人 を 育 む ま ち づ く り （ 教 育 文 化 ）  
  世 代 を 超 え て 郷 土 の 自 然 、 歴 史 、 文 化 を 学 び 、 郷 土 に 愛 着 を 感 じ 、 心 豊 か な 人 を 育 む

ま ち づ く り を 進 め ま す 。  

５  富 士 山 の 魅 力 を 発 揮 し た 快 適 な ま ち づ く り （ 都 市 整 備 ）  
  富 士 山 の 魅 力 を 十 分 に 発 揮 で き 、 景 観 保 全 を 図 る 都 市 基 盤 整 備 を 進 め 、 人 々 が 楽 し く

交 流 で き る 快 適 で に ぎ わ い の あ る ま ち づ く り を 進 め ま す 。  

６  豊 か な コ ミ ュ ニ テ ィ を 持 つ 安 全 ・ 安 心 な ま ち づ く り （ 市 民 生 活 ）  
  予 測 さ れ る 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 等 の 災 害 や 事 故 か ら 生 命 、 財 産 を 守 る と と も に 、 地 域

に お い て 生 活 し や す い 環 境 を 形 成 す る た め 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 豊 か な 安 全 で 安 心 な ま ち づ く
り を 進 め ま す 。  

７  市 民 と 一 緒 に 取 り 組 む ま ち づ く り （ 市 民 参 加 ・ 行 政 ）  
  魅 力 は も と よ り 、 課 題 も 市 民 と 行 政 の 双 方 が 共 有 し 、 そ の 実 践 に つ い て も 一 緒 に 取 り

組 む ま ち づ く り を 進 め ま す 。  
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１２ 都市提携  

夫婦（めおと）都市  

提携都市  

滋 賀 県 近 江 八 幡 市  

提携年月日  

昭 和 ４ ３ 年 ８ 月 ３ 日  

提携の経緯  

昭 和 ３ ２ 年 に 近 江 八 幡 市 の 「 富 士 と 琵 琶 湖 を 結 ぶ 会 」 の 会 員 が 富 士 登 山 の た め に 富 士 宮
市 を 訪 れ た こ と を き っ か け に 交 流 が 始 ま り ま し た 。  

昭 和 ４ ２ 年 に 、 当 市 か ら 近 江 八 幡 市 へ 桜 の 木 ２ ０ ０ 本 を 贈 り 、 昭 和 ４ ３ 年 に 近 江 八 幡 市
か ら 琵 琶 湖 産 の 鯉 ２ ５ ０ 匹 が 贈 呈 さ れ ま し た 。  

昭 和 ４ ３ 年 に 、 富 士 山 と 琵 琶 湖 の あ る 両 市 は 、 全 国 で も 珍 し い 夫 婦 都 市 提 携 を 結 び ま し
た 。  

以 来 、 児 童 生 徒 交 歓 会 を は じ め 、 行 政 ・ 文 化 ・ ス ポ ー ツ な ど 多 彩 な 交 流 で 友 好 と 親 善 を
深 め て い ま す 。  

市の紹介  

 滋 賀 県 の 中 央 部 に 位 置 し 、 面 積 １ ７ ７ ． ４ ５ ｋ ㎡ 、 琵 琶 湖 の 東 南 部 に 面 し た 風 光 明 媚 な
都 市 で す 。  
 

姉妹都市  

提携都市  

ア メ リ カ 合 衆 国 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 サ ン タ モ ニ カ 市  

提携年月日  

昭 和 ５ ０ 年 ７ 月 ２ １ 日  

提携の経緯  

昭 和 ４ ８ 年 １ ０ 月 に 富 士 宮 市 内 で 開 催 さ れ た 創 価 学 会 に よ る 国 際 友 好 親 善 パ レ ー ド が き
っ か け と な り 、 両 市 長 の メ ッ セ ー ジ や 記 念 品 の 交 換 な ど の 友 好 関 係 が 生 ま れ 、 昭 和 ５ ０ 年
の サ ン タ モ ニ カ 市 １ ０ ０ 周 年 記 念 式 典 の 席 上 で 、 姉 妹 都 市 提 携 を 結 び ま し た 。  

以 来 、 文 化 ・ 芸 術 ・ ス ポ ー ツ の 交 流 や 交 換 学 生 の 派 遣 な ど を 通 じ て 国 際 親 善 を 深 め て い
ま す 。  
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市の紹介  

サ ン タ モ ニ カ 市 は 、 ロ サ ン ゼ ル ス の 中 心 部 か ら 西 に ２ ５ ｋ ｍ に 位 置 し 、 人 口 約 ９ 万 人 の
都 市 で す 。  

紺 碧 の 広 が り を 見 せ る 太 平 洋 を 臨 み 、 延 々 と ２ ０ ｋ ｍ に も 及 ぶ 白 砂 の ビ ー チ で は レ ジ ャ
ー や ス ポ ー ツ な ど が 楽 し め ま す 。 海 に 面 し て 広 が る パ リ セ ー ド 公 園 の 近 く に は 、 ホ テ ル や
シ ョ ッ ピ ン グ 街 が 連 な り 、 観 光 都 市 と し て 栄 え て い ま す 。 ま た 人 気 の 高 い 住 宅 地 と し て も
知 ら れ て い ま す 。  
 

友好交流関係都市  

提携都市  

中 華 人 民 共 和 国 浙 江 省 紹 興 市  

提携年月日  

平 成 ９ 年 １ １ 月 １ １ 日  

提携の経緯  

静 岡 県 と 浙 江 省 が 友 好 提 携 を し て い る こ と か ら 、 県 の 要 請 に よ り 、 富 士 宮 市 内 の 企 業 が
紹 興 市 内 の 工 場 に 技 術 提 携 を 行 う た め 訪 中 し た の が き っ か け と な り 、 研 修 生 の 受 け 入 れ 、
技 術 指 導 者 の 派 遣 な ど の 交 流 が は じ ま り 、 平 成 ９ 年 に 紹 興 市 に お い て 、 都 市 提 携 の 調 印 を
行 い ま し た 。  

以 来 、文 化・経 済・教 育 の 交 流 や 訪 問 団 の 派 遣 な ど を 通 じ て 友 好 と 親 善 を 深 め て い ま す 。  

市の紹介  

紹 興 市 は 上 海 か ら ２ ３ ０ ｋ ｍ の と こ ろ に 位 置 し 、人 口 約 ４ ９ ７ 万 人 、面 積 ８ ,２ ５ ６ ｋ ㎡
の 都 市 で す 。 市 内 に は 川 と 湖 が 縦 横 に 走 り 、「 東 洋 の ベ ニ ス 」 と 称 さ れ 、 そ の 豊 か な 水 は 、
２ ， ５ ０ ０ 年 の 歴 史 を 有 す る 紹 興 酒 を は ぐ く ん で い ま す 。  

ま た 、歴 史 と 文 化 の 都 市 と し て も 有 名 な ま ち で 、中 国 を 代 表 す る 文 学 家 、思 想 家 魯 迅（ ろ
じ ん ） を は じ め 、 優 れ た 人 物 を 輩 出 し て い ま す 。  
 

提携都市  

大 韓 民 国 慶 尚 北 道 栄 州 市  

提携年月日  

平 成 ２ ４ 年 １ １ 月 ５ 日  



25 

提携の経緯  

栄 州 市 と の 交 流 は 、 富 士 宮 市 サ ッ カ ー 協 会 が こ ど も た ち の サ ッ カ ー 交 流 を 主 と し 、 栄 州
市 を 訪 問 。 ま た 栄 州 市 か ら も 富 士 山 カ ッ プ へ 出 場 す る た め に 訪 宮 す る な ど 、 こ ど も た ち の
サ ッ カ ー 交 流 か ら 始 ま り ま し た 。  

ま た 、 両 市 役 所 職 員 に よ る サ ッ カ ー 交 流 も 行 わ れ 、 ス ポ ー ツ の 交 流 が さ か ん に な っ て き
た 頃 、 栄 州 市 か ら 友 好 提 携 の 申 し 入 れ が あ り 、 両 市 長 の 相 互 訪 問 な ど の 交 流 を 重 ね 、 平 成
２ ４ 年 １ １ 月 に 富 士 宮 市 で 友 好 交 流 関 係 都 市 提 携 の 調 印 を 行 い ま し た 。  

市の紹介  

慶 尚 北 道 に 含 ま れ 、 道 北 部 の 山 岳 地 帯 に 位 置 し て お り 、 ソ ウ ル か ら ２ 時 間 の 都 市 で す 。  
人 口 は 約 １ ０ 万 人 。 面 積 は ６ ６ ８ ． ９ 平 方 キ ロ メ ー ト ル 。 高 麗 人 参 、 リ ン ゴ や 韓 国 赤 牛

の 産 地 で あ り 、 高 く そ び え る 小 白 山 、 清 い 水 が 流 れ る ソ ン ビ (※ )の 都 市 で す 。  
(※ )「 ソ ン ビ 」 と は 、 学 識 が 優 れ 、 行 動 と 礼 節 が 塗 っ て 、 義 理 と 原 則 を 守 り 、 権 力 と 富 裕
栄 華 を 貪 ら な い 高 潔 な 人 柄 を 持 っ た 人 に 対 す る 呼 称 で す 。  

特 に 高 麗 、 李 氏 朝 鮮 王 朝 時 代 の 社 会 に 儒 教 的 理 念 を 具 現 し よ う と し た 階 層 を 示 し ま す 。  
 

提携都市  

台 湾 台 南 市  

提携年月日  

平 成 ２ ９ 年 ６ 月 ２ ４ 日  

提携の経緯  

台 南 市 と の 交 流 は 、 平 成 １ ６ 年 ５ 月 に 富 士 宮 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ と 台 南 市 に あ る 佳 里 区 の
佳 里 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ が 国 際 姉 妹 会 提 携 を し た こ と を き っ か け に 、 両 市 の 民 間 交 流 が 深 ま
り ま し た 。 平 成 ２ ８ 年 ５ 月 に は 、 富 士 宮 市 長 が 台 南 市 や 佳 里 区 の 調 査 ・ 視 察 を 行 い 、 １ ２
月 に は 両 市 長 に よ る 会 談 が 行 わ れ ま し た 。 こ う し た 交 流 を 重 ね 、 平 成 ２ ９ 年 ６ 月 に 友 好 交
流 関 係 都 市 提 携 の 調 印 を 行 い ま し た 。  

以 来 、 観 光 ・ 農 業 ・ 文 化 等 の 広 範 な 分 野 で 交 流 を 図 り 、 友 好 親 善 を 深 め て い ま す 。  

市の紹介  

台 南 市 は 台 湾 海 峡 に 面 す る 台 湾 南 西 部 に 位 置 す る 都 市 で す 。 台 北 か ら 新 幹 線 で ２ 時 間 程
度 。地 勢 は 平 坦 で あ り 丘 陵 地 が 殆 ど な く 、熱 帯 気 候 に 属 し て い ま す 。人 口 は 約 １ ８ ５ 万 人 。
面 積 ２ ， １ ９ １ ． ６ ５ 平 方 キ ロ メ ー ト ル 。  

台 南 市 は 、台 湾 で 最 も 早 く 開 け た 地 区 の 1 つ で あ り 、 台 湾 発 祥 の 地 と さ れ て い ま す 。歴
史 も 古 く 、 多 く の 旧 跡 が 保 存 さ れ て い る こ と か ら 、 台 湾 の 京 都 と 呼 ば れ て い ま す 。 歴 史 と
現 代 文 化 の 入 り 混 じ っ た 観 光 都 市 で す 。  
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食のまちづくり交流宣言都市  

提携都市  

福 井 県 小 浜 市  

提携年月日  

平 成 １ ７ 年 ６ 月 ４ 日  

提携の経緯  

富 士 宮 市 と 小 浜 市 が と も に「 食 に よ る ま ち づ く り 」を 進 め て い る こ と が き っ か け と な り 、
交 流 が は じ ま り 、平 成 １ ７ 年 に 富 士 宮 市 に お い て 、「 食 の ま ち づ く り 交 流 宣 言 」を 締 結 し ま
し た 。  

以 来 、 OBAMA 食 の ま つ り （ 小 浜 市 ） へ の 参 加 や 市 民 交 流 な ど を 通 じ て 友 好 と 親 善 を 深
め て い ま す 。  

市の紹介  

小 浜 市 は 、 福 井 県 の 南 西 部 、 京 都 の 真 北 に 位 置 し 、 人 口 約 ２ 万 ８ 千 人 、 面 積 約 ２ ３ ３ ㎢
の ま ち で す 。 日 本 海 側 唯 一 の 大 規 模 リ ア ス 海 岸 「 若 狭 湾 」 を 臨 み 、 古 代 よ り 若 狭 湾 で 水 揚
げ さ れ る 豊 富 な 海 産 物 や 塩 を 朝 廷 に 献 上 し た 御 食 国 （ み け つ く に ） で あ り 、 そ の 後 の 時 代
も 鯖 街 道 を 通 じ て 「 若 狭 も の 」 と 評 さ れ る 海 産 物 を 都 へ 運 び 、 日 本 の 食 文 化 を 支 え た ま ち
で す 。  

こ の よ う な 食 の 歴 史 と 伝 統 を 誇 る 食 資 源 の 数 々 を 生 か し 、 小 浜 市 で は 、 平 成 １ ２ 年 か ら
「 食 の ま ち づ く り 」 に 取 り 組 ん で い ま す 。  
 

フードバレー交流都市  

提携都市  

北 海 道 帯 広 市  

提携年月日  

平 成 ２ ２ 年 ８ 月 ２ ０ 日  

提携の経緯  

富 士 宮 市 と 帯 広 市 が と も に 「 フ ー ド バ レ ー 」 を 旗 印 と し て 食 の ま ち づ く り を 進 め て い る
こ と が き っ か け と な り 、 平 成 ２ ２ 年 に 富 士 宮 市 に お い て 、『「 フ ー ド バ レ ー 交 流 」 に 関 す る
共 同 声 明 文 』 を 取 り 交 わ し ま し た 。 以 来 、 互 い の 「 フ ー ド バ レ ー 」 の 更 な る 発 展 を 目 指 し
て 、 情 報 交 換 を 重 ね て い ま す 。  
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市の紹介  

帯 広 市 は 、 北 海 道 東 部 の 十 勝 地 方 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 し 、 雄 大 な 自 然 と 豊 富 な 農 畜 産 物 を
有 す る ま ち で す 。  
 静 岡 県 出 身 の 依 田 勉 三 率 い る 晩 成 社 に よ り 、 開 拓 が 進 め ら れ ま し た 。  
 現 在 は 全 国 有 数 の 日 照 時 間 と 広 大 な 土 地 を 生 か し た 大 規 模 農 業 が 行 わ れ て お り 、 日 本 有
数 の 食 料 供 給 基 地 と し て 発 展 し て き て い ま す 。  
 こ の よ う な 地 域 な ら で は の 資 源 を 生 か し た 、 食 に 関 す る 新 技 術 ・ 新 製 品 の 開 発 や 、 地 場
産 品 の 販 路 拡 大 ・ ブ ラ ン ド 化 に よ る 地 元 農 畜 産 物 の 高 付 加 価 値 化 な ど 、 食 産 業 を 中 心 と し
た ま ち づ く り に 取 り 組 ん で い ま す 。  
 

提携団体  

く ま も と 県 南 フ ー ド バ レ ー 推 進 協 議 会  

提携年月日  

平 成 ２ ７ 年 １ 月 ２ ６ 日  

提携の経緯  

富 士 宮 市 と 熊 本 県 南 地 域 が と も に 「 フ ー ド バ レ ー 」 を 旗 印 と し て 食 の ま ち づ く り を 進 め
て い る こ と が き っ か け と な り 、 平 成 ２ ７ 年 に 熊 本 県 庁 に お い て 、『「 フ ー ド バ レ ー 交 流 」 に
関 す る 共 同 声 明 文 』 を 取 り 交 わ し ま し た 。 以 来 、 日 本 を 元 気 に す る た め 、 相 互 の 理 解 と 親
善 を 深 め 、豊 か な 地 域 資 源 を 活 用 し 、互 い に 発 展 す る こ と を 目 指 し て 交 流 を 深 め て い ま す 。  
[提 携 団 体 の 紹 介 ] 

熊 本 県 で は 「 幸 せ 実 感 く ま も と ４ カ 年 戦 略 」 に 基 づ き 、 県 南 地 域 （ 八 代 地 域 、 水 俣 ・ 芦
北 地 域 、 人 吉 ・ 球 磨 地 域 ） の 豊 富 な 農 林 水 産 物 を 活 か し 、 食 関 連 の 研 究 開 発 機 能 や 企 業 を
集 積 さ せ る 「 フ ー ド バ レ ー 」 を 形 成 す る こ と に よ り 地 域 の 活 性 化 を 目 指 す 「 く ま も と 県 南
フ ー ド バ レ ー 構 想 」 を 平 成 ２ ５ 年 ３ 月 に 策 定 し ま し た 。  

構 想 の 具 体 的 な 展 開 を 図 っ て い く た め 、 農 林 水 産 業 者 や 商 工 業 者 を は じ め 、 Ｊ Ａ や 商 工
会 議 所 、 商 工 会 等 の 関 係 団 体 、 各 種 研 究 機 関 、 県 や 市 町 村 な ど が 幅 広 く 結 集 し 交 流 す る ス
テ ー ジ が 「 く ま も と 県 南 フ ー ド バ レ ー 推 進 協 議 会 」 に な り 、 食 に 関 す る ネ ッ ト ワ ー ク を 形
成 し て い く と と も に 、 フ ー ド バ レ ー を 支 え る 幅 広 い 人 材 の 育 成 な ど 、 構 想 実 現 に 向 け て 取
り 組 ん で い ま す 。  

協 議 会 の 事 務 局 は 、 熊 本 県 農 業 研 究 セ ン タ ー ア グ リ シ ス テ ム 総 合 研 究 所 フ ー ド バ レ ー ア
グ リ ビ ジ ネ ス セ ン タ ー に あ り 、 県 南 地 域 の 市 町 村 （ １ ５ 市 町 村 ） と 連 携 を 図 り 、 地 域 の 活
性 化 に 向 け た 取 り 組 み を 展 開 し て い ま す 。  
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フラワーフレンドリーシティー交流都市  

提携都市  

神 奈 川 県 南 足 柄 市  

提携年月日  

平 成 ２ ３ 年 ４ 月 ４ 日  

提携の経緯  

富 士 根 北 公 民 館 菊 同 好 会 で 南 足 柄 市 に 菊 の 視 察 を し た の が き っ か け と な り 、 沼 久 保 水 辺
の 楽 校 に は 「 ス イ フ ヨ ウ 」 の 穂 木 を １ ， ０ ０ ０ 本 、 富 士 根 北 公 民 館 菊 同 好 会 に は 「 ま あ る
い 菊 」 の 苗 １ ， ０ ０ ０ 本 を い た だ き 、 市 民 同 士 が 交 流 し や す い 環 境 を つ く り 、 花 を 通 じ た
友 好 を 深 め る た め に 締 結 し ま し た 。  

市の紹介  

南 足 柄 市 は 神 奈 川 県 の 西 端 に 位 置 し 、 面 積 ７ ６ ． ９ ３ k ㎡ 、 静 岡 県 小 山 町 に 接 し た 都 市
で す 。  

南 足 柄 市 と は 平 成 １ ７ 年 に 防 災 協 定 を 結 ん で お り ま す 。  
ま た 、 四 季 折 々 に 咲 く 花 を 活 用 し 「 あ し が ら 花 紀 行 」 に 取 組 、 地 域 住 民 主 体 の 地 域 お こ

し 、 地 域 づ く り を 行 っ て い ま す 。  
 

ヒメの里交流都市提携  

提携都市  

静 岡 県 松 崎 町  

提携年月日  

令 和 4 年 11 月 19 日  

提携の経緯  

松 崎 町 と 富 士 宮 市 は 、イ ワ ナ ガ ヒ メ（ 姉：松 崎 町 ）と コ ノ ハ ナ サ ク ヤ ヒ メ（ 妹：富 士 宮
市 ）の 姉 妹 の 物 語 に よ る 縁 か ら 、提 携 以 前 よ り 民 間 交 流 が 行 わ れ て き ま し た が 、松 崎 町 が
も つ 海 の 魅 力 と 富 士 宮 市 が も つ 山 の 魅 力 を 多 く の 人 に 知 っ て も ら い 、両 市 町 の さ ら な る 発
展 に つ な げ る た め 、 都 市 提 携 を 行 い ま し た 。  
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町の紹介  

松 崎 町 は 、伊 豆 半 島 西 海 岸 の 南 部 に 位 置 し 、町 中 心 部 に 流 れ る 那 賀 川・岩 科 川 の 流 域 に 、
約 ５ ０ ０ ha の 耕 地 を も つ 伊 豆 西 海 岸 最 大 の 平 野 を 形 成 し 、伊 豆 西 海 岸 の 産 業・交 通・観 光
の 拠 点 と な っ て い ま す 。  

ま た 、 日 本 で 最 も 美 し い 村 と し て 、 情 緒 あ る 町 並 み が 特 徴 で す 。  
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１３ 都市宣言  

交通安全都市宣言  

最 近 に お け る 富 士 宮 市 の 交 通 事 情 は 、 極 め て 深 刻 の 度 を 加 え 、 交 通 事 故 、 特 に 人 身 の 損
傷 に よ る 痛 ま し い 犠 牲 者 は 、日 に 日 に 増 加 し つ つ あ り 、こ の 現 状 の ま ま を 放 置 す る な ら ば 、
交 通 禍 に 対 す る 市 民 の 脅 威 は ま す ま す つ の る ば か り で あ る 。  

こ こ に お い て 、 市 民 一 人 一 人 が 真 剣 に こ の 問 題 に 取 組 み 、 人 命 尊 重 の 精 神 に 徹 し 、 交 通
道 徳 心 を 高 め 、 そ れ ぞ れ の 立 場 で お 互 い が 心 を あ わ せ 戒 め あ っ て 交 通 秩 序 を 保 持 し 、 交 通
環 境 の 改 善 を 推 進 し て 、 事 故 絶 滅 を 期 す る こ と を 痛 感 す る 。  

よ っ て 、 全 市 民 と と も に 交 通 安 全 の 理 想 を 達 成 す べ く 、 こ こ に 富 士 宮 市 を 「 交 通 安 全 都
市 」 と す る こ と を 宣 言 す る 。  

昭 和 ４ ０ 年 ９ 月 ３ ０ 日 （ 市 長 発 議 ）  
 

世界連邦都市宣言  

日 本 の 象 徴 で あ る 富 士 山 を 擁 す る わ が 富 士 宮 市 は 、 平 和 を 愛 好 し 、 か つ 人 類 永 遠 の 福 祉
と 繁 栄 を 希 求 し て や ま な い 全 世 界 の 人 々 と 相 携 え て 、 世 界 恒 久 平 和 を 確 立 せ ん と す る 世 界
連 邦 建 設 の 趣 旨 に 賛 同 し て 、 永 遠 の 平 和 都 市 で あ る こ と を 宣 言 す る 。  

昭 和 ４ ６ 年 ７ 月 ２ 日 （ 議 員 発 議 ）  
 

核兵器廃絶平和都市宣言  

平 和 の 象 徴 で あ る 富 士 山 を 持 つ 富 士 宮 市 は 、 核 軍 拡 競 争 の 悪 循 環 が 核 戦 争 の 危 険 を 増 大
さ せ て い る こ と を 憂 い 、 人 類 の 生 存 と 恒 久 平 和 の た め に 、 す べ て の 核 保 有 国 に 対 し 、 核 兵
器 の 廃 絶 と 軍 縮 を 求 め 、 わ が 国 の 非 核 三 原 則 が 完 全 に 実 施 さ れ る こ と を 願 い 、 国 際 社 会 の
連 帯 と 民 主 主 義 の 原 点 に 立 っ て 、 核 兵 器 廃 絶 の 世 論 を 喚 起 す る た め 、 こ こ に 「 核 兵 器 廃 絶
平 和 都 市 」 と な る こ と を 宣 言 す る 。  

昭 和 ５ ９ 年 １ ０ 月 ２ 日 （ 市 長 発 議 ）  
 

健康都市宣言  

私 た ち は 、 自 然 に 恵 ま れ た こ の 富 士 山 の ふ も と で 、 生 涯 に わ た っ て 心 身 共 に 健 康 で 活 力
に 満 ち た 生 活 を 享 受 で き る よ う 、 こ こ に 「 健 康 都 市 」 を 宣 言 し 、 次 の こ と を 実 践 す る 。  
１  私 た ち は 、 進 ん で 健 康 診 断 を 受 け 、 病 気 の 予 防 、 早 期 発 見 及 び 早 期 回 復 に 努 め ま す 。  
１  私 た ち は 、 一 市 民 １ ス ポ ー ツ を 合 言 葉 に 、 運 動 に 親 し み 、 丈 夫 な 体 を つ く り ま す 。  
１  私 た ち は 、 健 康 的 な 生 活 習 慣 を 身 に 付 け 、 心 豊 か な 明 る い 家 庭 を 築 き ま す 。  
１  私 た ち は 、 み ん な の 保 健 施 設 を 大 切 に し 、 健 康 的 な ま ち づ く り に 努 め ま す 。  

平 成 ５ 年 ９ 月 ２ ０ 日 （ 市 長 発 議 ）  
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環境美化都市宣言  

私 た ち の ま ち は 、 世 界 に 誇 る 富 士 山 に 抱 か れ 、 水 と 緑 に 恵 ま れ た 比 類 の な い 自 然 環 境 を
有 し て い る 。  

私 た ち は 、 こ の 美 し い 環 境 を 守 り 、 次 の 世 代 に 誇 り を 持 っ て 引 き 継 ぐ た め 、 こ こ に 「 環
境 美 化 都 市 」 を 宣 言 し 、 次 の こ と を 実 践 す る 。  
１  私 た ち は 、 祖 先 か ら 受 け 継 い だ こ の か け が え の な い 地 球 を 、 未 来 の 子 供 た ち に 、 美 し

い 姿 の ま ま 引 き 継 ぐ こ と に 努 め ま す 。  
１  私 た ち は 、 富 士 山 の 美 し さ と 調 和 し た 恵 ま れ た 自 然 環 境 を 守 り 、 快 適 な 生 活 環 境 を 築

き ま す 。  
１  私 た ち は 、 富 士 山 の あ る ま ち に 暮 ら す 市 民 と し て 誇 り を 持 ち 、 ご み の な い 清 潔 な ま ち

を つ く り ま す 。  
１  私 た ち は 、 ご み の 減 量 化 に 心 掛 け 、 美 し い 郷 土 に 負 担 を か け な い よ う に 努 め ま す 。  
１  私 た ち は 、 使 い 捨 て 社 会 を 見 直 し 、 限 り あ る 資 源 を 大 切 に す る リ サ イ ク ル 社 会 を 築 き

ま す 。  
平 成 ５ 年 ９ 月 ２ ０ 日 （ 市 長 発 議 ）  

ゼロカーボンシティ宣言  

近 年 、 世 界 各 地 で は 、 猛 暑 や 豪 雨 な ど 、 地 球 規 模 で の 温 暖 化 が 原 因 と み ら れ る 異 常 気 象
に よ る 災 害 が 多 発 し て お り 、 も は や 「 気 候 危 機 」 と 言 う べ き 深 刻 な 状 況 に あ り ま す 。 我 が
国 に お い て も 例 外 で は な く 、 こ れ ま で に 経 験 し た こ と の な い 豪 雨 や 台 風 等 に よ り 甚 大 な 被
害 が 発 生 し て い ま す 。  

こ う し た 状 況 を 踏 ま え 、２ ０ １ ５ 年 に 合 意 さ れ た パ リ 協 定 で は 、「 産 業 革 命 前 か ら の 平 均
気 温 上 昇 の 幅 を ２ 度 未 満 と し 、 １ ． ５ 度 に 抑 え る よ う 努 力 す る 」 と の 目 標 が 国 際 的 に 広 く
共 有 さ れ ま し た が 、 ２ ０ １ ８ 年 に 公 表 さ れ た Ｉ Ｐ Ｃ Ｃ （ 国 連 の 気 候 変 動 に 関 す る 政 府 間 パ
ネ ル ）の 特 別 報 告 書 で は 、こ の 目 標 を 達 成 す る た め に は 、「 ２ ０ ５ ０ 年 ま で に 二 酸 化 炭 素 の
実 質 排 出 量 を ゼ ロ に す る こ と が 必 要 」 と さ れ て い ま す 。  

「 富 士 山 の 恵 み を 次 世 代 に つ な ぐ 地 球 に や さ し い ま ち 」 を 環 境 像 に 掲 げ る 富 士 宮 市 は 、
国 際 社 会 の 一 員 と し て 、 脱 炭 素 社 会 の 実 現 に 向 け て 、 ２ ０ ５ ０ 年 ま で に 本 市 の 二 酸 化 炭 素
排 出 量 を 実 質 ゼ ロ に す る 「 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ 」 に 、 市 民 や 事 業 者 等 と 一 体 と な っ て 取 り
組 む こ と を 宣 言 し ま す 。  

令 和 ３ 年 １ 月 １ ３ 日 （ 市 長 発 議 ）  
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１４ 議会  

市議会正副議長  

第６０代富士宮市議会議長  

諏 訪 部  孝 敏  
就 任 ： 令 和 ５ 年 ５ 月 １ ８ 日  

第６４代富士宮市議会副議長  

佐 野  和 彦  
就 任 ： 令 和 ５ 年 ５ 月 １ ８ 日  
 

議会構成  

議員数  

・ 条 例 定 数   ２ ２ 人  
・ 現 員 数    ２ ２ 人 (令 和 ６ 年 ６ 月 １ 日 現 在 ）  
（ 定 数 条 例 可 決 … 平 成 １ ８ 年 １ ２ 月 １ １ 日  施 行 … 平 成 １ ９ 年 ４ 月 ２ ２ 日 ）  

組織  

 

議会

常任委員会 総務文教委員会

環境厚生委員会

産業都市委員会

議会運営委員会

特別委員会

全員協議会

議会だより編集委員会

会派代表者会議
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委員会等  

常任委員会  

地 方 公 共 団 体 の 事 務 に 関 す る 調 査 及 び 議 案 、 陳 情 等 の 審 査 を 行 う た め 、 ３ つ の 常 任 委 員
会 を 配 置 し て い ま す 。  

委 員 会 名  定 数  所 管 事 項  

総 務 文 教 委 員 会  8 

総 務 部 、企 画 部 、財 政 部 、市 民 部 、会 計 管 理 局 、教 育 委
員 会 、選 挙 管 理 委 員 会 、監 査 委 員 の 所 管 に 属 す る 事 項 及
び そ の 他 の 常 任 委 員 会 の 所 管 に 属 さ な い 事 項  

環 境 厚 生 委 員 会  7 
環 境 部 、保 健 福 祉 部 及 び 福 祉 事 務 所 、市 立 病 院 の 所 管 に
属 す る 事 項  

産 業 都 市 委 員 会  7 
産 業 振 興 部 、都 市 整 備 部 、危 機 管 理 局 、水 道 部 、消 防 本
部 、 農 業 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 事 項  

議会運営委員会  

議 会 の 円 滑 な 運 営 を 期 す た め 定 例 会 の 会 期 、 議 案 の 取 扱 い な ど 議 会 運 営 の 全 般 に つ い て
を 所 管 事 項 と し て 、 各 会 派 か ら 選 出 さ れ た 委 員 ８ 人 で 構 成 す る 。  

特別委員会  

特 に 必 要 な 場 合 に 設 置 す る 委 員 会 で 、 定 数 、 所 管 事 項 も 議 決 に よ り 決 定 す る 。  
予 算 審 査 特 別 委 員 会 を ２ 月 定 例 会 で 、 決 算 審 査 特 別 委 員 会 を ９ 月 定 例 会 で 設 置 し 、 議 員

全 員 が 構 成 員 と な っ て い る 。  

全員協議会  

市 政 及 び 議 会 の 重 要 事 項 に 関 す る 協 議 又 は 調 整 の 場 と し て 開 催 す る 。  

議会だより編集委員会  

各 会 派 か ら 選 出 し た 議 員 と 会 派 に 属 さ な い 議 員 か ら 選 出 さ れ た 議 員 で 構 成 し 、 議 会 だ よ
り の 編 集 、 発 行 等 を 行 う 。  

会派代表者会議  

各 会 派 代 表 者 と 議 長 に よ り 構 成 し 、 各 会 派 間 の 協 議 等 を 行 う 。  
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定例会  

開催月  

２ 月 、 ６ 月 、 ９ 月 、 １ １ 月  

一般質問・代表質問  

一 般 質 問 、 代 表 質 問 と も に 通 告 制 で 行 っ て い る 。  
一 般 質 問 は 、 発 言 席 を 設 け 当 局 と 対 面 式 に よ る 一 問 一 答 方 式 と し 、 発 言 時 間 は 答 弁 を 含

め １ 人 １ 時 間 以 内 で 、 行 政 全 般 に わ た り 当 局 に 説 明 を 求 め 疑 問 を 質 し て い る 。  
代 表 質 問 は 、 １ 会 派 １ 人 の 会 派 代 表 制 と し 発 言 時 間 は 答 弁 を 含 め １ 人 １ 時 間 ３ ０ 分 以 内

で 、 市 長 施 政 方 針 に 対 し て 疑 問 を 質 し て い る 。  
 

  



35 

１５ 財政  

令和６年度当初予算の概要  

総 額  １ ， ０ ０ ８ 億 ４ ， ３ ７ ５ 万 円  
（ 一 般 会 計 、 特 別 会 計 、 企 業 会 計 の 合 計 （ 前 年 度 比 ３ ． ３ ％ 増 ） ) 

一般会計  

総 額  ５ ２ ７ 億 円 （ 前 年 度 比 ８ ． ６ ％ 増 ）  
※ 一 般 会 計 と は 、市 が 行 う 行 政 運 営 の 基 本 的 な 経 費 を 計 上 し た 会 計 で す 。市 税 な ど を 主 な 財 源

と し て 構 成 さ れ 、 市 の 会 計 の 中 心 を な し て い ま す 。  

歳入  

単位：千円 

内容 予算額 割合（％） 

市 税  21,086,414 40.0 
国 庫 支 出 金  7,399,683 14.0 

市 債 （ 借 金 ）  3,766,500 7.1 

繰 入 金  3,677,831 7.0 

県 支 出 金  3,658,442 6.9 

地 方 交 付 税  3,249,000 6.2 

地 方 消 費 税 交 付 金  3,050,000 5.8 
そ の 他  6,812,130 13.0 

歳 入 合 計  52,700,000 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市税 40.0%

国庫支出金 14.0 %
市債（借金） 7.1%

繰入金 7.0 %

県支出金 6.9%

地方交付税 6.2%

地方消費税交付金 5.8%

その他 13.0 %
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歳出  

単位：千円 

内容 予算額 割合（％） 

民 生 費 （ 福 祉 ・ 生 活 保 護 費 な ど ）  18,547,246 35.2 

教 育 費 （ 小 中 学 校 ・ 文 化 ・ ス ポ ー ツ な ど ）  8,380,862 15.9 

総 務 費 （ 人 件 費 ・ 財 産 管 理 ・ 広 報 な ど ）  7,396,040 14.0 

衛 生 費 （ 予 防 ・ 検 診 ・ 環 境 対 策 な ど ）  5,715,192 10.8 

土 木 費 （ 道 路 ・ 河 川 ・ 公 園 ・ 住 宅 整 備 ）  5,103,449 9.7 

公 債 費 （ 借 金 返 済 ）  3,087,941 5.9 
消 防 費 （ 消 防 ・ 防 災 な ど ）  2,257,641 4.3 

商 工 費 （ 産 業 振 興 な ど ）  800,333 1.5 

そ の 他  1,411,296 2.7 

歳 出 合 計  52,700,000 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民生費（福祉・生活

保護費など） 35.2%

教育費（小中学校・文化・

スポーツなど） 15.9%

総務費（人件費・財産管

理・広報など） 14.0%

衛生費（予防・検診・環境

対策など） 10.8%

土木費（道路・河川・公

園・住宅整備） 9.7%

公債費（借金返済） 5.9%

消防費（消防・防災

など） 4.3%

商工費（産業振興な

ど） 1.5%
その他 2.7%
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特別会計  

総 額  ２ ８ ７ 億 ９ ， ６ ０ ０ 万 円 （ 前 年 度 比 ３ ． ３ ％ 減 ）  
※ 特 別 会 計 と は 、市 が 特 定 の 事 業 を 行 う 場 合 に 、一 般 会 計 と は 区 別 し て 設 置 す る 会 計 で 、そ の

特 定 の 収 入 を も っ て 特 定 の 支 出 に 充 て る も の で す 。 ７ つ の 会 計 を 設 定 し て い ま す 。  

 

（ 単 位 ： 千 円 ）  

名 称  令 和 ６ 年 度 予 算 額  令 和 ５ 年 度 予 算 額  増 減 (%) 

北 山 財 産 区  22,000 21,000 4.8 

国 民 健 康 保 険 事 業  13,103,000 13,370,000 △ 2.0 

上 井 出 区 財 産 区  27,000 26,000 3.8 

猪 之 頭 区 財 産 区  35,000 31,000 12.9 

根 原 区 財 産 区  12,000 16,000 △ 25.0 

介 護 保 険 事 業  12,060,000 13,111,000 △ 8.0 

後 期 高 齢 者 医 療 事 業  3,537,000 3,202,000 10.5 

特 別 会 計  計  28,796,000 29,777,000 △ 3.3 

 

企業会計  

総 額  １ ９ ３ 億 ４ ， ７ ７ ５ 万 円 （ 前 年 度 比 ０ ． １ ％ 増 ）  
※ 企 業 会 計 と は 、市 が 独 立 採 算 制 を 原 則 と す る 企 業 的 色 彩 の 強 い 事 業 を 行 う 場 合 に 、法 律 や 条

例 に 基 づ い て 設 置 す る 会 計 で す 。  

水 道 事 業 、病 院 事 業 及 び 下 水 道 事 業 (農 業 集 落 排 水 事 業 含 む )の ３ つ の 会 計 を 設 置 し て い ま す 。 

                          （ 単 位 ： 千 円 ）  

名 称  令 和 ６ 年 度 予 算 額  令 和 ５ 年 度 予 算 額  増 減 (%) 

水 道 事 業  3,466,853 3,508,099 △ 1.2 

下 水 道 事 業  3,524,352 3,653,452 △ 3.5 

病 院 事 業  12,356,545 12,161,083 1.6 

企 業 会 計  計  19,347,750 19,322,634 0.1 
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１６ 教育  

教育長  

第 ２ ９ 代 富 士 宮 市 教 育 長     池 谷  眞 德 （ 就 任 ： 令 和 ３ 年 ７ 月 ７ 日 ）  

児童生徒数一覧  

小学校  

令 和 ６ 年 ５ 月 １ 日 現 在  
番

号  
学 校 名  所 在 地  電 話  創 立 年 月  学 級 数  

児 童 数 （ 人 ）  

男  女  合 計  

1 東 小  矢 立 町 227 27-2573 大 15.11 17 242 251 493 

2 黒 田 小  星 山 1030-2 26-2670 明 9.9 22 292 264 556 

3 大 宮 小  元 城 町 2-1 26-3078 明 7.6 22 239 197 436 

4 貴 船 小  貴 船 町 3-3 26-2224 大 11.1 22 261 253 514 

5 富 丘 小  淀 師 489-4 26-3459 明 7.6 24 367 361 728 

6 西 小  安 居 山 380 26-2029 平 元 .4 6 51 41 92 

7 大 富 士 小  万 野 原 新 田 3992 23-2816 明 7.6 27 428 410 838 

8 富 士 根 南 小  小 泉 1675 26-2522 明 8.11 36 472 465 937 

9 富 士 根 北 小  村 山 1499 26-3088 明 8.11 6 57 62 119 

10 粟 倉 分 校  粟 倉 1828 27-3088 昭 27.1 ※ 令 和 5 年 度 か ら 休 校  

11 北 山 小  北 山 1582 58-1027 明 7.9 9 85 79 164 

12 山 宮 小  山 宮 1560-1 58-1009 明 8.9 6 60 64 124 

13 上 井 出 小  上 井 出 1400 54-0046 明 7.5 6 42 33 75 

14 人 穴 小  人 穴 362 52-0040 明 7.7 3 11 6 17 

15 井 之 頭 小  猪 之 頭 168 52-0004 明 7.6 5 24 23 47 

16 根 原 分 校  根 原 155 52-0004 明 27.4 ※ 平 成 19 年 度 か ら 休 校  

17 白 糸 小  原 1115 54-0044 明 7.3 6 44 33 77 

18 上 野 小  下 条 408 58-0020 明 7.4 8 98 78 176 

19 富 士 見 小  富 士 見 ケ 丘 1794 23-3600 昭 54.4 13 202 173 375 

20 芝 富 小  長 貫 1323 65-0034 明 6.7 7 68 63 131 

21 内 房 小  内 房 3909 65-0104 明 7.8 4 18 10 28 

22 柚 野 小  上 柚 野 88 66-0101 明 6.7 6 42 62 104 

23 稲 子 小  上 稲 子 830-1 66-0103 明 8.9 2 5 4 9 

計  257 3108 2932 6040 

※ 西 小 は 平 成 元 年 に 沼 久 保 小 を 校 名 変 更   
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中学校  

令 和 ６ 年 ５ 月 １ 日 現 在  

番

号  
学 校 名  所 在 地  電 話  創 立 年 月  学 級 数  

生 徒 数 （ 人 ）  

男  女  合 計  

1 富 士 宮 第 一 中  矢 立 町 814 26-4011 昭 22.4 17 278 233 511 

2 富 士 宮 第 二 中  豊 町 17-1 27-7369 昭 22.4 15 131 140 271 

3 富 士 宮 第 三 中  野 中 658 26-2802 昭 22.4 10 160 147 307 

4 富 士 宮 第 四 中  穂 波 町 13-1 26-2944 昭 22.4 20 264 277 541 

5 富 士 根 南 中  小 泉 1996 26-2942 昭 22.4 22 312 328 640 

6 富 士 根 北 中  村 山 935-1 26-4342 昭 24.4 3 37 50 87 

7 北 山 中  北 山 1092 58-1026 昭 22.4 8 74 60 134 

8 西 富 士 中  上 井 出 918-1 54-0031 昭 41.4 3 43 23 66 

9 井 之 頭 中  猪 之 頭 999 52-0111 昭 22.4 3 6 13 19 

10 上 野 中  精 進 川 410 58-0029 昭 22.4 6 85 57 142 

11 大 富 士 中  万野原新田 4115-1 22-0025 平 7.4 14 212 231 443 

12 芝 川 中  長 貫 1267 65-0400 昭 39.4 6 59 52 111 

13 柚 野 中  下 柚 野 371 66-0102 昭 22.4 3 37 29 66 

計  130 1698 1640 3338 
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１７ 児童福祉  

保育園とは  

保 育 園 と は 、 仕 事 や 病 気 な ど の 理 由 で 保 護 者 が 家 庭 で 十 分 保 育 す る こ と が で き な い 乳 幼
児 を 、 保 護 者 に 代 わ っ て 養 護 と 教 育 が 一 体 と な っ た 保 育 で 、 人 間 性 豊 か な こ ど も に 育 て る
た め の 施 設 で す 。  

保育園一覧  

公立保育園（令和６年４月１日現在）  

施 設 名  所 在 地  電 話  
定 員  

（ 人 ）  
開 園 時 間  乳 児  

受 入 れ 月 齢  平 日   土 曜 日  

上 井 出 保 育 園  上 井 出 1310-15 54-0108 90 

7:30～
18:00 

7:30～
13:00 

4 か 月 児 か ら  

白 糸 保 育 園  原 1150-1 54-0115 60 

井 之 頭 保 育 園  猪 之 頭 227-1 52-0039 45 

柚 野 保 育 園  上 柚 野 69 66-0021 90 

山 宮 保 育 園  山 宮 1720-3 58-1144 90 
7:30 ～
15:30 

北 山 保 育 園  北 山 1377-1 58-1143 90 
7:30 ～
18:00 

富 士 根 保 育 園  小 泉 2095-5 26-2448 120 

7:00～ 18:30 

大 岩 明 倫 保 育 園  大 岩 1551-7 26-3980 90 

大 富 士 保 育 園  万 野 原 新 田 3313 26-4382 90 
大 宮 保 育 園  元 城 町 1-1 26-5379 150 

粟 倉 保 育 園  粟 倉 899-7 23-2385 90 

明 星 保 育 園  黒 田 4 23-2354 90 

西 保 育 園  中 里 東 町 290 26-5103 120 

※ 大 宮 保 育 園 で は 、 病 後 児 保 育 を 実 施 し て い ま す 。  
 

私立保育園（令和６年４月１日現在）  

施 設 名  所 在 地  電 話  
定 員  

（ 人 ）  
開 園 時 間  乳 児  

受 入 れ 月 齢  平 日   土 曜 日  

外 神 あ け ぼ の  
保 育 園  

外 神 281-1 58-4685 70 
7:00～
18:30 

7:00～
18:00 

4 か 月 児 か ら  
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認定こども園とは  

教育と保育を一体的に行う施設で､いわば幼稚園と保育所の両方の良さを併せ持ってい

る施設です。 

 

認定こども園（私立）一覧（令和６年４月１日現在）  

施 設 名  所 在 地  電 話  
定 員  

（ 人 ）  
開 園 時 間  乳 児  

受 入 れ 月 齢  平 日   土 曜 日  

芝 川 リ ズ ム  羽 鮒 689 65-0007 
幼 45 

保 140 7:00 ～
19:00 

7:00 ～
19:00 

2 か 月 児 か ら  
青 木 リ ズ ム  青 木 平 300 24-6224 

幼 45 

保 159 

ふ じ キ ン ダ ー 学 園  万 野 原 新 田 4079-5 24-7220 
幼 75 

保 294 

7:00 ～
18:30 

7:00 ～
15:00 

6 か 月 児 か ら  

リ ー チ ェ ル 幼 稚 園  淀 師 1742-1 24-5541 
幼 200 

保 130 

7:00 ～
18:30 

7:00～  
18:00 

宮 原 学 園  宮 原 480-2 23-0500 
幼 15 

保 105 

7:30 ～
19:00 

休  

東 こ ど も 園  東 町 18-18 27-8643 
幼 15 

保 214 

7:00 ～
19:00 

7:00 ～
18:00 

野 中 こ ど も 園  野 中 東 町 294 26-2929 
幼 15 

保 120 

大 中 里 こ ど も 園  大 中 里 837 23-5390 
幼 9 

保 66 

7:00 ～
18:00 

4 か 月 児 か ら  富 丘 こ ど も 園  青 木 325-5 26-2853 
幼 5 

保 118 

7:00 ～
15:00 

小 泉 こ ど も 園  西 小 泉 町 51-1 23-5320 
幼 15 

保 135 

7:00 ～
18:30 

7:00～  
18:00 

※ 東 こ ど も 園 で は 休 日 保 育 を 実 施 し て い ま す 。（ 在 園 児 の ２ 歳 児 ク ラ ス か ら ）   
  



42 

小規模保育所とは  

富 士 宮 市 の 認 可 事 業 と し て 、 小 規 模 保 育 事 業 を 行 っ て い ま す 。  
ニ ー ズ の 高 い 、 ０ ， １ ， ２ 歳 児 を １ ９ 人 ま で 受 け 入 れ る こ と が で き る 、 少 人 数 の 認 可 保

育 園 で す 。  
※ 小 規 模 保 育 事 業  Ａ 型 … 保 育 者 は 全 員 保 育 士  
 小 規 模 保 育 事 業  Ｂ 型 … 保 育 者 の １ ／ ２ 以 上 が 保 育 士 で あ り 、 そ れ 以 外 は 市 が 指 定 し

た 基 礎 研 修 を 受 け た 者  
 

小規模保育所一覧（令和６年４月１日現在）  

区
分  

施 設 名  所 在 地  電 話  
定 員  
(人 ) 

開 所 時 間  乳 児  
受 入 れ 月 齢  平 日   土 曜 日  

Ａ
型  

た ん ぽ ぽ 園  東 阿 幸 地 169 23-2652 18 
7:00 ～
18:30 

7:00～  
18:30 

2 か 月 児 か ら  
パ ロ ッ ト  若 の 宮 町 851 22-2268 16 

7:30 ～
18:30 

7:30 ～
17:30 

だ ん で ら い お ん  東 阿 幸 地 168-1 26-5296 15 
7:00 ～
18:30 

7:00～  
18:30 

ぷ く ぷ く 保 育 室  豊 町 7-20 27-3448 19 
7:00 ～
18:30 

7:30～  
17:00 

に こ に こ え ん  小 泉 2166-7 21-4651 19 
7:00 ～
19:00 

7:00～  
15:00 

4 か 月 児 か ら  

Ｂ
型  

愛 育 託 児 所  淀 川 町 3-9 26-5834 19 
7:00 ～
18:30 

7:00～  
16:00 

2 か 月 児 か ら  

プ テ ィ ッ ト  
富 士 宮 保 育 園  

西 小 泉 町 21-24 25-6555 12 
7:00～  
17:00 

3 か 月 児 か ら  

私 立 宮 原 学 園  
さ く ら 組  

宮 原 480-2 23-0500 18 
7:30 ～
19:00 

休  6 か 月 児 か ら  
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放課後児童クラブ  

放 課 後 児 童 ク ラ ブ と は 、 労 働 等 に よ り 保 護 者 が 昼 間 家 庭 に い な い 小 学 校 に 就 学 し て い る
児 童 に 対 し 、 授 業 の 終 了 後 等 に 小 学 校 の 余 裕 教 室 等 を 利 用 し て 適 切 な 遊 び 及 び 生 活 の 場 を
与 え て 、 そ の 健 全 な 育 成 を 図 る こ と を 趣 旨 と し た 施 設 で す 。  

放課後児童クラブ一覧（令和６年４月１日現在）  

 

 

番 号  児 童 ク ラ ブ 名  所 在 地  電 話 番 号  対 象 校 区  開 設 日 ・ 時 間  

1 
黒 田 第 1 
児 童 ク ラ ブ  

星 山 985-2 26-1236 黒 田 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 19:00 

土 曜 日 7:30～ 15:00 

２  
黒 田 第 2 
児 童 ク ラ ブ  

星 山 983-2 26-1236 黒 田 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 19:00 

土 曜 日 7:30～ 15:00 

３  
黒 田 第 3 
児 童 ク ラ ブ  

星 山 983-2 26-1236 黒 田 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 19:00 

土 曜 日 7:30～ 15:00 

４  
富 丘 第 1 
児 童 ク ラ ブ  

青 木 307-2 22-4445 富 丘 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 18:00 

土 曜 日 8:00～ 15:00 

５  
富 丘 第 2 
児 童 ク ラ ブ  

青 木 307-2 22-4445 富 丘 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 18:00 

土 曜 日 8:00～ 15:00 

６  
富 丘 第 ３  
児 童 ク ラ ブ  

青 木 320-4 22-4445 富 丘 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 18:00 

土 曜 日 8:00～ 15:00 

７  大 富 士 児 童 ク ラ ブ  宮 原 532-1 27-1812 大 富 士 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 18:00 

土 曜 日 8:00～ 15:00 

８  
野 中 東 子 ど も Ｂ Ａ
Ｓ Ｅ 児 童 ク ラ ブ  

野 中 東 町
320 

21-3777 黒 田 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 19:00 

土 曜 日 9:00～ 15:00 

９  
ぷ ら ど ー む 第 1 
児 童 ク ラ ブ  

万 野 原 新 田
3280-16 

25-3112 大 富 士 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 18:30 

土 曜 日 9:00～ 17:00 

10  
ぷ ら ど ー む 第 2 
児 童 ク ラ ブ  

万 野 原 新 田
3816-1 

66-8960 大 富 士 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 19:00 

土 曜 日 8:30～ 17:00 

11 
ジ ュ ニ ア ハ ウ ス  
児 童 ク ラ ブ  

小 泉  
1893-3 

22-6281 富 士 根 南 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 18:00 

土 曜 日 8:00～ 16:00 

12 
ジ ュ ニ ア ハ ウ ス  
第 2 児 童 ク ラ ブ  

小 泉  
1662-8 

24-5008 富 士 根 南 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 18:00 

土 曜 日 8:00～ 15:00 

13 上 野 児 童 ク ラ ブ  下 条 436-1 58-6302 上 野 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 18:00 

土 曜 日 8:00～ 18:00 

14 白 糸 学 童  原 1115 54-1560 白 糸 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 19:00 

土 曜 日 8:00～ 18:00 

15 
吉 美 第 1 
児 童 ク ラ ブ  

富 士 見 ヶ 丘
1794 

25-1068 富 士 見 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 18:00 

土 曜 日 7:30～ 17:00 
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番 号  児 童 ク ラ ブ 名  所 在 地  電 話 番 号  対 象 校 区  開 設 日 ・ 時 間  

16 
吉 美 第 2 
児 童 ク ラ ブ  

富 士 見 ヶ 丘
1794 

25-1068 富 士 見 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 18:00 

土 曜 日 7:30～ 17:00 

17 
あ お ぞ ら  
児 童 ク ラ ブ 

元 城 町 2-1 25-3371 大 宮 小 
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 18:00 

土 曜 日 7:30～ 18:00 

18 北 山 児 童 ク ラ ブ  
北 山  
1588-1 

58-1615 北 山 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:30～ 18:00 

土 曜 日 7:45～ 17:00 

19  
ひ が し 第 1 
児 童 ク ラ ブ  

矢 立 町 227  66-9745 東 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 18:00 

土 曜 日 8:00～ 15:00 

20 
ひ が し 第 2 
児 童 ク ラ ブ  

矢 立 町 227 66-9745 東 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 18:00 

土 曜 日 8:00～ 15:00 

21 
２ １ 世 紀  
児 童 ク ラ ブ  

大 岩  
1545-2 

23-1207 富 士 根 南 小  
平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 18:00 

土 曜 日 8:00～ 17:00 

22 根 北 児 童 ク ラ ブ  村 山 1499 
090- 

6803-4393 
富 士 根 北 小  

平 日 (月 ～ 金 )13:00～ 18:00 

土 曜 日 8:00～ 18:00 

23 
貴 船 児 童 ク ラ ブ  
第 1 

西 町 17-14 
080- 

1622-4143 
貴 船 小  

平 日 (月 ～ 金 )13:00～ 18:00 

土 曜 日 8:00～ 18:00 

24 
貴 船 児 童 ク ラ ブ 

第 2 
西 町 17-14 

080- 

1622-4143 
貴 船 小  

平 日 (月 ～ 金 )13:00～ 18:00 

土 曜 日 8:00～ 18:00 

25 上 井 出 児 童 ク ラ ブ  
上 井 出
1400 

54-3045 上 井 出 小  
平 日 (月 ～ 金 )13:00～ 18:00 

土 曜 日 7:30～ 18:00 

26 
と が み え ん  
児 童 ク ラ ブ  

外 神  
1654-1 

68-9427 富 丘 小  
平 日 (月 ～ 金 )13:00～ 18:30 

土 曜 日 8:00～ 18:00 

27 
と が み え ん 北  
児 童 ク ラ ブ  

外 神 1751 66-9245 
富 丘 小 ・  

大 富 士 小  

平 日 (月 ～ 金 )13:00～ 18:30 

土 曜 日 8:00～ 18:00 

28 
な か よ し 西  
児 童 ク ラ ブ  

安 居 山 380 26-1000 西 小  
平 日 (月 ～ 金 )13:00～ 19:00 

土 曜 日 7:30～ 15:00 

29 
や ま び こ  
児 童 ク ラ ブ  

長 貫  
1333-3 

65-3795 芝 富 小  
平 日 (月 ～ 金 )下 校 ～ 19:00 

土 曜 日 7:30～ 15:00 

30 
ゆ の っ 子  
児 童 ク ラ ブ  

下 柚 野 371 66-0150 柚 野 小  
平 日 (月 ～ 金 )13:00～ 18:00 

土 曜 日 8:00～ 15:00 

31 
た け の 子  
児 童 ク ラ ブ  

内 房 3909 65-2777 内 房 小  
平 日 (月 ～ 金 )13:00～ 18:00 

土 曜 日 8:00～ 18:00 

32 山 宮 児 童 ク ラ ブ  
山 宮  
1560-1 

58-1116 山 宮 小  
平 日 (月 ～ 金 )13:00～ 18:30 

土 曜 日 7:30～ 17:00 

33 
富 士 山 子 ど も  

Ｂ Ａ Ｓ Ｅ 児 童 ク ラ ブ  

黒 田 355-32 

サ ウ ス ヒ ル ズ  
21-3336 黒 田 小  

平 日 （ 月 ～ 金 ） 13:00～ 18:00 

土 曜 日 8:00～ 18:00 
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１８ 産業と経済  

就業人口と構成比  

（ 令 和 ２ 年 国 勢 調 査  令 和 ２ 年 １ ０ 月 １ 日 現 在 ）  
総 数 (人 ) 第 1 次 産 業 (人 ) 第 2 次 産 業 (人 ) 第 3 次 産 業 (人 ) そ の 他 (人 ) 

63,723 2,024 26,498 34,215 986 

100% 3% 42% 54% 1% 

 

農業  

農家件数と経営耕地面積（２０２０年  農林業センサス 令和２年２月１日現在）  

農 家 総 数  販 売 農 家 数  自 給 的 農 家 数  経 営 耕 地 面 積     

2,193 戸  
810 戸  1,383 戸  

1,217ha 
36.9％  63.1％  

畜産飼養頭数（令和６年２月１日現在）  

乳 用 牛  肉 用 牛  豚  採 卵 鶏  ブ ロ イ ラ ー  

6,256 頭  6,036 頭  7,584 頭  3,581,839 羽  517,000 羽  
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工業  

富 士 宮 鉄 工 団 地 進 出 企 業 概 要  

会 社 名  主 な 事 業 内 容  住 所  

加 和 太 建 設 ㈱  総 合 建 設 業  三 園 平 1359 

㈱ エ ス ・ イ ー ・ ア イ  自 動 車 部 品 の 製 造  三 園 平 1357 

大 宮 精 機 ㈱  電 線 被 膜 装 置 の 製 造  万 野 原 新 田 3718 

加 藤 鐵 工 ㈱  鉄 鋼 構 造 物 の 溶 接  万 野 原 新 田 3687-1 

カ ナ エ 工 業 ㈱  自 動 車 部 品 の 製 造  万 野 原 新 田 3680-9 

諏 訪 部 精 機  挽 物 加 工 一 式  万 野 原 新 田 3680-13 

㈱ 田 中 工 業 所  風 力 機 械 の 製 造  万 野 原 新 田 3719 

ト シ ダ 工 業 ㈱  引 抜 鋼 管 の 製 造  万 野 原 新 田 3647-3 

ミ ヤ マ 工 業 ㈱  金 属 鋼 板 の プ レ ス 加 工  三 園 平 1355 

㈱ Ｙ Ａ Ｓ Ｕ Ｉ  車 両 用 洗 車 機 の 開 発 ・ 製 造  万 野 原 新 田 3695-1 

ア コ レ ㈱  化 粧 用 パ フ ・ 紙 加 工 品 の 製 造  万 野 原 新 田 3636-8 

 
山 宮 工 場 団 地 進 出 企 業 概 要  

会 社 名  主 な 事 業 内 容  住 所  

日 本 プ ラ ス ト ㈱  

本 社 ・ テ ク ニ カ ル セ ン タ ー  
合 成 樹 脂 の 製 造 及 び 加 工 販 売  山 宮 3507-15 

㈱ エ コ ネ コ ル  産 業 廃 棄 物 の リ サ イ ク ル  山 宮 3507-19 

㈱ 富 士 ア ー ル ア ン ド デ ィ ー  真 空 装 置 ・ 容 器 ・ 部 品 の 製 作  山 宮 3507-7 

ジ ヤ ト コ ㈱ 富 士 宮 地 区  
変 速 機 及 び 自 動 車 部 品 の 開 発・製 造

及 び 販 売  
山 宮 3507-16 

土 井 鋼 材 ㈱ 富 士 宮 事 業 所  鋼 板 類 の ガ ス 切 断 ・ プ ラ ズ マ 切 断  山 宮 3507-14 

ユ ニ プ レ ス ㈱  

富 士 工 場 （ 富 士 宮 ）  
自 動 車 部 品 の 製 造 及 び 販 売  山 宮 3507-21 

㈱ 富 士 化 工 研 究 所  
自 動 車 用 非 鉱 油 系 ブ レ ー キ 液 の 設

計 ・ 開 発  
山 宮 3507-18 

㈱ 磯 貝 製 作 所 表 富 士 工 場  Ｎ Ｃ 自 動 盤 加 工  山 宮 3507-11 

㈱ ミ ダ ッ ク 富 士 宮 事 業 所  産 業 廃 棄 物 の 処 理 業  山 宮 3507-20 

㈱ 中 里 メ ッ キ 本 社 工 場  
電 気 メ ッ キ（ 表 面 処 理・カ チ オ ン 塗

装 ）  
山 宮 3507-23 

明 和 工 業 ㈱  化 学 一 般 諸 機 械 及 び 部 品 製 造  山 宮 3507-24 

勝 又 工 業 ㈱  工 作 機 械 各 種 製 造  山 宮 3507-26 

富 士 大 洋 ㈱ 山 宮 工 場  段 ボ ー ル ケ ー ス の 製 造 販 売  山 宮 3507-34 

㈲ 渡 辺 鉄 工 所  各 種 産 業 機 械 の 機 械 製 缶  山 宮 3507-32 

㈱ ア イ ・ ケ イ  空 調 機 器 、冷 凍 サ イ ク ル 部 品 の 製 造  山 宮 3507-29 
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会 社 名  主 な 事 業 内 容  住 所  

望 月 リ ン グ ㈱  型 鋼 曲 げ 加 工  山 宮 3507-33 

秋 山 プ ラ ン ト 工 業 ㈱  製 缶 配 管 設 計 加 工  山 宮 3507-31 

㈲ 井 出 製 作  金 属 プ レ ス 板 金 加 工  山 宮 3507-30 

㈱ ヤ ギ フ ジ  鋼 構 造 物 工 事 業  山 宮 3507-28 

埼 玉 プ レ ス 鍛 造 ㈱ 静 岡 工 場  ア ル ミ 合 金 熱 間 精 密 鍛 造 品 の 製 造  山 宮 3507-35 

 
西 富 士 工 場 用 地 進 出 企 業 概 要  

会 社 名  主 な 事 業 内 容  住 所  

㈱ 日 本 デ リ カ フ レ ッ シ ュ  

富 士 宮 工 場  
弁 当 ・ お に ぎ り 等 の 製 造  大 中 里 1961-7 

院 庄 林 業 ㈱  

東 京 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 事 業 本 部

富 士 宮 工 場  

国 産 材 の 製 材 及 び 販 売  大 中 里 1961-1 

㈲ 朋 友 プ ラ ン ニ ン グ  倉 庫 業  西 山 2522-3 

 
北 山 工 業 団 地 進 出 企 業 概 要  

会 社 名  主 な 事 業 内 容  住 所  

ア サ ヒ 飲 料 ㈱ 富 士 山 工 場  清 涼 飲 料 水 製 造 業  北 山 4839-2 

フ ド ー ㈱ 富 士 宮 工 場  プ ラ ス チ ッ ク 製 品 製 造 業  北 山 5747-5 

日 本 プ ラ ス ト ㈱ 富 士 工 場  輸 送 用 機 械 ・ 器 具 製 造 業  北 山 5716-10 

ニ チ ヤ ク ㈱ 富 士 山 工 場  医 薬 品 製 造  北 山 4839-28 

パ ナ ッ ク ㈱ 富 士 宮 工 場  プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム 加 工 業  北 山 5961-1 

㈱ フ ァ イ ン ・ テ ッ ク 富 士 宮 工 場  精 密 金 型 設 計 製 作  北 山 4839-31 

富 士 カ プ セ ル ㈱  医 薬 品・健 康 食 品 及 び カ プ セ ル 製 造  北 山 4242-1 

河 西 工 業 ㈱ 富 士 宮 事 業 所  自 動 車 内 装 部 品 製 造  北 山 4839-24 

日 本 ク レ ア ㈱  

富 士 宮 技 術 サ ー ビ ス セ ン タ ー  
実 験 動 物 研 究 ・ 開 発  北 山 4839-23 

大 徳 食 品 ㈱ 富 士 宮 事 業 所  麺 類 製 造 、 米 穀 販 売  北 山 4314-21 

㈱ 松 屋 フ ー ズ 富 士 山 工 場  食 料 品 製 造 業  北 山 4242-4 

エ リ エ ー ル プ ロ ダ ク ト ㈱  

富 士 北 山 工 場  
紙 加 工 品 製 造 業  北 山 4242-5 

ダ イ オ ー ロ ジ ス テ ィ ク ス ㈱  

エ リ エ ー ル ロ ジ ス テ ィ ク ス セ

ン タ ー 富 士 北 山  

一 般 貨 物 自 動 車 運 送 業  北 山 4242-7 

シ ン コ ー ラ ミ 工 業 ㈱  ポ リ エ チ レ ン ラ ミ ネ ー ト 加 工 業  北 山 4839-16 

 

 



48 

富 士 山 南 陵 工 業 団 地 進 出 企 業 概 要  

会 社 名  主 な 事 業 内 容  住 所  

㈱ 望 月 鉄 工 所 第 二 工 場  建 築 工 事 業 及 び 鋼 構 造 工 事 業  南 陵 1 

㈱ サ ト ウ 静 岡 工 場  建 設 用 金 属 製 品 製 造 業  南 陵 2 

富 士 宮 通 運 ㈱  

富 士 山 南 陵 物 流 セ ン タ ー  

医 薬 品・医 薬 部 外 品・医 療 機 器 及 び

化 粧 品 製 造  
南 陵 3-1 

㈱ ア マ ダ  金 属 機 械 製 造 業  南 陵 4 

ダ イ オ ー ロ ジ ス テ ィ ク ス ㈱  

エ リ エ ー ル ロ ジ ス テ ィ ク ス セ

ン タ ー 富 士 南 陵  

一 般 貨 物 自 動 車 運 送 業  南 陵 6 

エ リ エ ー ル ペ ー パ ー ㈱  

 本 社 ・ 南 陵 工 場  
紙 加 工 品 製 造 業  南 陵 6 

東 洋 カ プ セ ル ㈱ 富 士 山 工 場  
医 療 用・一 般 医 薬 品 及 び 栄 養 補 助 食

品 製 造  
南 陵 7 

㈱ ザ ・ ト ー カ イ 富 士 山 プ ラ ン ト  清 涼 飲 料 水 製 造 業  南 陵 8 

小 林 工 業 ㈱ 富 士 山 南 陵 工 場  金 属 製 品 製 造 業  南 陵 9 

㈱ 佐 藤 工 機  電 気 機 械 器 具 製 造 業  南 陵 10 

三 生 医 薬 ㈱ 南 陵 工 場  食 料 品 製 造 業 及 び 医 薬 品 製 造 業  南 陵 12 
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観光客入込状況 
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１９ 消防  

火災状況  

 令 和 元 年  令 和 ２ 年  令 和 ３ 年  令 和 ４ 年  令 和 ５ 年  
出 火 件 数  39 38 55 37 49 
 建 物 (件 ) 14 17 24 17 22 
 林 野 (件 ) 3 1 5 1 0 
 車 両 (件 ) 5 9 6 4 3 
 そ の 他 (件 ) 17 11 20 15 24 
死 者 (人 ) 2 1 0 1 2 
負 傷 者 (人 ) 3 7 5 0 7 
焼 損 棟 数 （ 棟 ）  34 20 36 26 27 
罹 災 世 帯 数（ 世 帯 ） 17 9 13 9 9 
建 物 焼 損 面 積（ ㎡ ） 1,076 467 1,304 1,618 647 
林 野 焼 損 面 積 （ a） 27 22 17 113 0 
損 害 額 (千 円 ) 74,778 113,816 109,134 64,852 142,786 

救急発生件数  

 令 和 元 年  令 和 2 年  令 和 3 年  令 和 4 年  令 和 5 年  

出 動 件 数 (件 ) 5,635 5,191 5,252 6,275 6,730 

搬 送 件 数 (件 ）  
5,294 

(不 搬 送 341)  
4,905 

(不 搬 送 286)  
4,940 

(不 搬 送 312) 

5,797 
(不 搬 送 478) 

6,072 
(不 搬 送 658) 

搬 送 人 員 (人 ) 5,327 4,941 4,962 5,824 6,095 

１ 日 の 平 均 出 動 件 数 ( 件 )  15.4 14.2 14.3 17.2 18.4 

１ 日 の 平 均 搬 送 件 数 ( 件 )  14.5 13.4 13.5 15.9 16.6 

１ 日 の 平 均 搬 送 人 員 ( 人 )  14.6 13.5 13.6 16.0 16.7 

１ 日 の 最 多 出 動 件 数 ( 件 )  31 28 29 33 35 
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２０ 公共施設一覧  

市役所・出張所  

施 設 名  開 設 年 （ 改 築 年 ）  住 所  電 話  
市 役 所 (市 庁 舎 ) 昭 和 17 年  (平 3) 弓 沢 町 150 22-1111 

北 山 出 張 所  昭 和 33 年  (昭 56) 北 山 1584-1 58-1002 

上 野 出 張 所  昭 和 33 年  (平 9) 下 条 141 58-0002 

上 井 出 出 張 所  昭 和 33 年   上 井 出 631(上 井 出 区 民 館 内 ) 54-0003 

白 糸 出 張 所  昭 和 33 年  (令 3) 原 1103-1 54-0004 
芝 川 出 張 所  平 成 22 年   長 貫 1131-6 65-1111 

医療・保健・福祉  

施 設 名  開 設 年 （ 改 築 年 ）  住 所  電 話  
富 士 宮 市 立 病 院  昭 和 20 年  (昭 61) 錦 町 3-1 27-3151 

救 急 医 療 セ ン タ ー  平 成 7 年   宮 原 12-1 24-9999 

保 健 セ ン タ ー  平 成 7 年   宮 原 12-1 22-2727 

総 合 福 祉 会 館  平 成 11 年   宮 原 7-1 22-0294 

長 生 園  昭 和 37 年  (昭 63) 精 進 川 383 58-0173 

あ す な ろ 園  昭 和 48 年  (平 12) 万 野 原 新 田 3018-6 26-8640 
療 育 支 援 セ ン タ ー (こ あ ら ) 平 成 26 年   元 城 町 1-2 22-6868 

児 童 館 （ ら っ こ ）  令 和 4 年   若 の 宮 町 47-1 21-3715 

くらし  

施 設 名  開 設 年 （ 改 築 年 ）  住 所  電 話  

星 山 浄 化 セ ン タ ー  昭 和 57 年   星 山 770-1 23-0744 

衛 生 プ ラ ン ト  昭 和 61 年   星 山 757 23-0744 

清 掃 セ ン タ ー  昭 和 50 年  （ 平 6）  山 宮 3678-4 58-2667 

富 士 宮 聖 苑  昭 和 30 年  (昭 57) 山 宮 3678-13 58-3311 

舞 々 木 墓 地  昭 和 15 年  (昭 45) 舞 々 木 町 1075 ―  
朝 霧 霊 園  平 成 13 年   上 井 出 1702 54-1856 

富 士 山 天 母 の 湯  平 成 10 年   山 宮 3670-1 58-8851 
新 稲 子 川 温 泉 ユ ー ・ ト リ オ  平 成 6 年  （ 平 29）  上 稲 子 1219 66-0175 
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教育・スポーツ  

施 設 名  開 設 年 （ 改 築 年 ）  住 所  電 話  

市 民 文 化 会 館  昭 和 56 年   宮 町 14-2 23-1237 

中 央 図 書 館  平 成 元 年   宮 町 13-1 26-5062 

西 富 士 図 書 館  平 成 5 年   上 井 出 632-1 54-2020 
芝 川 図 書 館  平 成 22 年   長 貫 1131-6 65-2802 

南 部 公 民 館  昭 和 58 年   黒 田 345-2 23-2818 

富 士 根 北 公 民 館  昭 和 60 年   粟 倉 347-1 23-3896 

富 士 根 南 公 民 館  平 成 2 年   小 泉 1848-1 26-2211 

西 公 民 館  平 成 9 年   神 田 川 町 27-4 22-3355 
芝 川 公 民 館 （ く れ い ど る 芝 楽 ）  平 成 22 年   長 貫 1270-1 65-0402 

芝 川 公 民 館 内 房 分 館  平 成 22 年   内 房 3903-1 
65-0402 

(芝 川 公 民 館 ) 

柚 野 公 民 館  平 成 22 年   下 柚 野 361-1 66-0100 
芝 川 文 化 ホ ー ル (く れ い ど る 芝 楽 ) 平 成 23 年   長 貫 1270-1 65-0402 

男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー  平 成 11 年   宮 原 7-1 22-0341 
市 民 体 育 館  昭 和 43 年  (平 元 ) 外 神 東 町 115 58-6111 

市 民 プ ー ル  昭 和 43 年  (平 3) 外 神 東 町 122-2 58-6606 

芝 川 B&G 海 洋 セ ン タ ー  昭 和 61 年   西 山 858 65-2277 

芝 川 ス ポ ー ツ 広 場  昭 和 51 年   西 山 880-1 65-2277 

学 校 給 食 セ ン タ ー  昭 和 48 年  (平 28) 北 山 5186-1 59-2131 

富 士 山 環 境 交 流 プ ラ ザ  平 成 21 年   粟 倉 1618-9 59-0050 
埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー  平 成 26 年   長 貫 747-1 65-5151 

駅 前 交 流 セ ン タ ー 「 き ら ら 」  平 成 26 年   中 央 町 5-7 22-8111 

大 富 士 交 流 セ ン タ ー  平 成 27 年   万 野 原 新 田 4136-6 28-0024 

富 丘 交 流 セ ン タ ー  令 和 3 年   青 木 300-1 21-3305 
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消防  

施 設 名  開 設 年 （ 改 築 年 ）  住 所  電 話  

消 防 本 部  昭 和 25 年  (平 3) 弓 沢 町 150 22-1198 

中 央 消 防 署  平 成 9 年  (平 12) 源 道 寺 町 5-1 26-5119 

中 央 消 防 署 東 分 署  平 成 9 年   粟 倉 334-1 22-8880 
中 央 消 防 署 芝 川 分 署  昭 和 49 年  (平 3) 長 貫 756-1 65-1219 

西 消 防 署  昭 和 43 年  (平 7) 宮 原 1-22 27-0019 

西 消 防 署 北 分 署  昭 和 53 年  (平 28) 上 井 出 2256 54-1771 

西 消 防 署 上 野 分 署  平 成 16 年   下 条 140-3 59-1119 

その他  

施 設 名  開 設 年 （ 改 築 年 ）  住 所  電話 

西 山 拠 点 施 設  
(こ み ゅ に て ぃ 黒 門 ) 

平 成 21 年   西 山 585-1  

柚 野 の 里 活 性 化 施 設  
(富 士 山 縄 文 の 里 大 鹿 館 ) 

平 成 23 年   大 鹿 窪 1556  

 


